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評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：メキシコ合衆国 案件名：プラスチック成形技術人材育成プロジェクト 

分野：産業開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政

策部 
協力金額：（終了時評価時点）5 億 3,000 万円 
※ただし、2014 年度 10 月末までの執行見込み額を含む。 

協力期間： 
（R/D：2010 年 7 月 20 日） 
2010 年 10 月～ 
2014 年 10 月（4 年間） 

先方関係機関：職業技術教育活性化センター（CNAD） 

日本側協力機関：株式会社日本開発サービス 

他の関連協力：特になし 

１－１ 協力の背景と概要 
メキシコ合衆国（以下、「メキシコ」と記す）は、国民１人当たりGDPが9,935米ドル（2008

年）の経済協力開発機構（OECD）加盟国であるが、国内にさまざまな開発問題を抱え、経済

格差是正と貧困削減が大きな課題となっている。 
わが国の対メキシコ国ODA基本方針では、日・メキシコ経済連携協定（日・墨EPA）が発効

され二国間経済関係が緊密化しているなかで、メキシコ国進出日本企業にとっても有益となる

「中小企業・裾野産業育成」分野での支援を行うことで、同国の経済社会開発に貢献すること

が掲げられている。 
プラスチック産業は自動車部品や電子・電気部品を製造する裾野産業として関連企業総数

3,500社（登録企業数）が存在し、他産業同様に中小零細企業が多く、企業レベルの向上が重要

課題となっている。同産業界の雇用規模15万人の直接雇用と100万人の間接雇用に対して、一定

の技術レベルをもつ労働力の供給が需要に追い付いていない状況にある。同産業界の労働人材

を①技術者・エンジニア、②中間技術者・スーパーバイザー（職工長やライン長）、③単純労働

者・機械のオペレーターの 3 種に分けた場合、②中間技術者・スーパーバイザーの育成が不足

しており、同産業界としては一定の技術レベルをもつ中間技術者をコンスタントに確保したい

強い要望がある。 
一方、中間技術者を供給する工業高校にはプラスチック成形技術コースが存在せず、同技術

を指導できる教員も育成されていないために、産業界の要望に応えられない状況にある。かか

る状況下、メキシコ国政府はわが国に対して、工業高校にプラスチック成形技術コースを新設

するために必要な協力を要請し、2010年10月より2014年10月までの 4 年間の予定で「プラスチ

ック成形技術人材育成プロジェクト」が実施されている。 
2012年10月に実施した中間レビュー調査においては、各活動が順調に進捗していること、５

項目評価は（インパクトを除き）高いかおおむね高いことが確認された。 
2014年10月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を評価、確認すると

ともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業への教訓を導くことを目的

として本終了時評価調査が実施された。 
 
１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、メキシコにおいて質の高い中間技術者をプラスチック産業界に供給する

ことをめざし、職業技術教育活性化センター（CNAD）が工業高校のプラスチック成形技術担
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当教員を養成する能力を強化するために、①専門家によるCNADインストラクターの能力強化、

②工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員研修用カリキュラムの見直し・承認を行う

仕組みの構築、③工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修の実施体制の構築、

④工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員用カリキュラムの開発、⑤CNAD及びモデ

ル工業高校における官民連携活動の強化を行うものである。 
 

（１） 上位目標 
工業高校が質の高い労働力をメキシコ国のプラスチック産業界に供給することに貢献す

る。 
 
（２） プロジェクト目標 

CNAD においてプラスチック射出成形技術に関わる教員育成機能が向上する。 
 
（３） 成 果 

１． CNAD インストラクターがプラスチック射出成形技術を工業高校教員に指導できる

ようになる。 
２． CNAD にて、工業高校教員を研修するため、プラスチック産業界のニーズに見合っ

たプラスチック射出成形技術カリキュラムが作成される。 
３． CNAD の工業高校教員向けプラスチック射出成形技術研修コースが効率的に運営さ

れる。 
４． モデル工業高校に新たに設置予定のプラスチック成形技術コースのうち射出成形技

術部分（科目や実習）がプラスチック産業界のニーズに見合うよう作成･改善される。 
５． CNAD 及びモデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進する能力が強化さ

れる。 
 

（４） 投入（終了時評価時点） 
＜日本側＞ 

短期専門家派遣：6 名 
機材供与：約 73 万 8,550 米ドル 
研修員受入：9 名 
ローカルコスト負担：約 5,100 万円 

＜メキシコ国側＞ 
カウンターパート配置：11 人   
施設提供：CNAD 内の専門家用執務室、その他必要に応じた施設提供 
ローカルコスト負担：約 49 万 6,235 メキシコペソ 

２．評価調査団の概要 

調査者 ＜日本側＞ 

総括 荒井 浩 JICA 産業開発・公共政策部 参事役 

協力企画 向井 直人 JICA 産業開発・公共政策部 
民間セクターグループ第２チーム 企画役 

評価分析 小泉 香織 有限会社アイエムジー アナリスト 
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＜メキシコ国側＞ 

Mr. Efraín del Ángel Ramírez 
外務省（SRE）国際開発協力庁（AMEXCID） 
アジア太平洋地域二国間協力課 課長 

Ms. Lorena García Nava 同課 リーダー 

Ms. Tania Evelyn Sánchez Hernández 同課 

Mr. Samuel Alcantar Varela CNAD 総務部長 

調査期間：2014 年 8 月 10～ 30 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 
３－１ 実績の確認 
（１） 成果の達成状況 

１）成果１：CNADインストラクターがプラスチック射出成形技術を工業高校教員に指導

できるようになる。 
成果１は、2 つの指標がともに達成されたことにより達成済みと判断される。 
専門家による 9 人の CNAD インストラクターへの研修は、2014 年 6 月に全講義が終

了した。一連の研修は各段階で達成すべき目標が明確に示されたものとなっており、定

期的に（理論及び実習の）習熟度確認テストを実施することで専門家は各インストラク

ターの理解度を把握し、研修内容を柔軟に変更しながら研修を行った。その結果、全 9
名が工業高校の教員にプラスチック射出成型技術を教授するのに必要とされるレベルに

達した。 
２）成果２：CNADにて、工業高校教員を研修するため、プラスチック産業界のニーズに

見合ったプラスチック射出成形技術カリキュラムが作成される。 
成果２は、2 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
CNAD は専門家とともに、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員を対象と

した研修のカリキュラム（モジュールⅠ～Ⅴ）を開発した1。同カリキュラムがプラスチ

ック産業界のニーズと整合していることを確認する場としてのカリキュラム承認委員会

（CVCC）会合は各モジュールの研修が開始する前に開催され、モジュールごとにカリ

キュラムの承認が行われた2。本プロジェクトの支援対象モジュール（モジュールⅠ、Ⅲ、

Ⅴ）については改訂版も承認済みとなっている。 
３）成果３：CNADの工業高校教員向けプラスチック射出成形技術研修コースが効率的に

運営される。 
成果３は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
CNAD では工業高校教員向け研修の実施を通じて、研修実施上のマネジメント体制及

び研修の評価の仕組みが確立された。また、工業高校教員向け研修の質を一定に保つた

め、CNAD は専門家の支援を受けてプラスチック成形技術担当教員研修実施計画を策定

した。CNAD は今後、この実施計画を活用して個別の研修計画を作成していくことにな

っている。 
４）成果４：モデル工業高校に新たに設置予定のプラスチック成形技術コースのうち射出

                                                   
1 工業高校のプラスチック成形技術コースのモジュールは、「Ⅰプラスチック材料」、「Ⅱ押出成形技術」、Ⅲ射出成型技術」、

「Ⅳ熱硬化性樹脂成形技術」、Ⅴ金型／口型」。 
2 カリキュラム承認委員会（CVCC）の規定上のメンバーは、CNAD、公共教育省産業技術教育局（DGETI）、モデル工業高校、

メキシコ国のプラスチック産業界代表、JICA メキシコ事務所、専門家とされている。 
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成形技術部分（科目や実習）がプラスチック産業界のニーズに見合うよう作

成･改善される。 
成果４は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
工業高校のプラスチック成形技術コースの担当教員によって現在用いられているカリ

キュラム（モジュールⅠ～Ⅴ）は、公共教育省下のアカデミー開発調整委員会（COSDAC）3に

よって 2011 年 7 月に承認されたものであり、このカリキュラムに基づき、モデル工業高

校 3 校にて 2011 年 8 月よりプラスチック成形技術コースが実施されている。しかしなが

ら、同カリキュラムの見直しは一度も行われていない。 
５）成果５：CNAD及びモデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進する能力が強

化される。 
成果５は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
CNAD 及び各モデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進する能力は、官民

連携活動を継続的に実施してきたことにより強化された。CNAD によるパイロット・プ

ロジェクト・カイゼン（PPK）に参加した企業の多くは CNAD 及びモデル工業高校に対

して積極的な協力の姿勢を示している。他方、各モデル工業高校では、特に地元企業を

対象とした人材育成ニーズ調査やプラスチック成形技術コースについての説明を行うこ

とを目的とした企業訪問を実施してきたことで、生徒のプラスチック関連産業でのイン

ターンシップや就職を促進することをめざす官民連携活動は活発に行われるようになっ

た。 
 
（２） プロジェクト目標：CNAD においてプラスチック射出成形技術に関わる教員育成機能が向

上する。 
5つの成果の達成度及びプロジェクト目標の3つの指標の達成度より、プロジェクト目標

は本プロジェクト終了時までの達成が見込まれる。 
CNADインストラクターは、CVCCで承認されたカリキュラムに基づいて工業高校のプラ

スチック成形技術担当教員へ研修を実施するのに十分な知識と技術を身に付けた。その結

果として、CNADで研修を受けた工業高校の教員は（全員分の最終試験の結果を確認する

必要はあるものの）授業を行ううえで必要とされるレベルに達している。 
 
３－２ 評価結果の要約 
 ５項目評価の結果を以下に 5 段階（高い、やや高い、中程度、やや低い、低い）で示す。 
 
（１） 妥当性：高い 

本プロジェクトの妥当性は「高い」と評価される。 
本プロジェクトは、メキシコ国側の政策（「国家開発計画 2013～2018 年」）及び日本側の

政府開発援助（ODA）政策、プラスチック産業界のニーズと合致しており、プロジェクト

目標の達成に向けたアプローチは妥当であると判断される。 
 
（２） 有効性：高い 

本プロジェクトの有効性は「高い」と評価される。 
5 つの成果の達成度及びプロジェクト目標の 3 つの指標の達成度より、プロジェクト目標

は本プロジェクト終了時までの達成が見込まれる。評価チームは、専門家から CNAD のイ

                                                   
3 COSDAC のメンバーにはプラスチック産業界からの有識者（や DGETI）が含まれている。 
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ンストラクターへの技術移転の方法が適切であったことがプロジェクト目標の達成に貢献

しているとの見方を示している。 
 
（３） 効率性：やや高い 

本プロジェクトの効率性は「やや高い」と評価される。 
成果の達成に向けて投入のほとんどは計画どおりに行われた。モデル工業高校向け資機

材の調達や工業高校（CBTIS）No.271 の実習棟建設の遅延〔いずれもプロジェクト・デザ

イン・マトリックス（PDM）上の前提条件〕が実習教育に影響を及ぼしたことなど、プロ

ジェクト実施上の効率性を低下させる要因がいくつか確認されたものの、モデル工業高校

側は、自助努力で不足の周辺機器を購入したり、また不足機材を企業から借用するなど、

必要な対応を行った。 
 
（４） インパクト：高い 

本プロジェクトのインパクトは「高い」と評価される。 
本プロジェクト終了後に次のことが遂行されるならば、3 年から 5 年後に上位目標が達

成される見込みは高い。 
①工業高校のプラスチック成形技術コースで実習の機会が十分に与えられること 
②CNAD 及び工業高校がプラスチック成形技術コースの学生のプラスチック関連企業で

のインターンシップ及び就職を促すことを目的として官民連携活動を継続的に行うこ

と 
③DGETI が工業高校にプラスチック成形技術コースを増設すること。 
③については、DGETI の前向きな取り組みにより、プラスチック成形技術コース数／ク

ラス数は増加しつつある。 
また、メキシコ国の教育改革の影響と本プロジェクトでの取り組みにより、CNAD の機

能は拡張されることとなっている。 
 
（５） 持続性：やや高い 

本プロジェクトの持続性は、政策・制度面、財政面、技術面、その他の要因から総合的

に判断し、「やや高い」と評価される。 
工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員を養成する体制は構築されているとい

える。具体的には、①教員向け研修のためのカリキュラムの見直しと承認を行う仕組み

（CVCC）、②教員向け研修実施計画、③教員向け研修用教材の一覧、④教員向け研修の評

価の仕組みが存在していることが挙げられる。 
プラスチック産業のニーズを把握する仕組みは CNAD と各モデル工業高校のそれぞれ

で構築されているが、工業高校で把握された産業ニーズを CNAD と効果的に共有する仕組

みをより強化させる必要がある。 
CNAD は、官民連携活動をより一層強化し、協力先となり得る企業に関する情報を工業

高校と効果的に共有していくために、体制の強化が必要である。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（１） 計画内容に関すること 

①  本プロジェクトは、CNAD の 20 年にわたるメカトロニクス分野における人材育成の

経験を大いに活用して実施された。 
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②  民間セクター側が有益と感じるような官民連携活動〔CVCC、PPK／プロジェクト・

カイゼン（PK）、公開セミナー等〕をプロジェクトの進捗に照らして適時かつ適切な規

模で実施したことにより、連携の強化が図られた。 
 
（２） 実施プロセスに関すること 

専門家による CNAD インストラクターへの研修においては、段階ごとに目標が設定され

ており、専門家が各段階で各インストラクターの習熟度を把握し、状況に応じて指導内容

を調整しながら研修を実施してきた。同研修は専門家による（理論・実習を含む）講義と

復習講義から成り、後者は当該モジュールを担当する CNAD インストラクターが講師とな

って専門家から学んだ内容について講義する（専門家の講義を繰り返す）という方法で行

われた。このようなプロセスを経ることで、インストラクターは講義を行うことへの自信

を得るようになった。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１） 計画内容に関すること 

特になし 
 
（２） 実施プロセスに関すること 

特になし 
 
３－５ 結論 

本プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達成されると見込まれるため、プロジェク

トを計画どおり 2014 年 10 月に終了させることを提言する。 
本プロジェクトの妥当性は、メキシコ・日本両国の政策との整合性、産業ニーズとの整合性

という観点から「高い」と判断された。本プロジェクトの有効性は、すべての成果が達成され

ていること、プロジェクト目標の指標が達成されているかプロジェクト期間内での達成が見込

まれていることから「高い」と判断された。本プロジェクトの効率性については、プロジェク

ト実施上の効率性を低下させる要因がいくつか確認されたものの、投入はほぼ計画どおりに実

施され、成果が発現しているため「やや高い」と判断された。本プロジェクト終了後もプラス

チック産業界に質の高い中間技術者を提供し続けていくことが見込まれるため、本プロジェク

トのインパクトは、「高い」と判断された。本プロジェクトの持続性は、その政策・制度面、財

務面、技術面等から「やや高い」と判断された。プロジェクトの持続性を確実にするためには、

プラスチック成形技術コースの増設計画の策定、CNAD 及びモデル工業高校における官民連携

活動のより一層の強化が求められる。 
 
３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
（１） DGETI 

①  モデル工業高校向けの金型及び射出成形に必要な周辺機器の調達を速やかに行い、各モデ

ル工業高校のプラスチック成形技術コースにて実習教育を実施できるようにすること。 
②  工業高校におけるプラスチック成形技術コースの増設計画を策定すること。 
③  工業高校のプラスチック成形技術コースの教員が使用するカリキュラムにプラスチッ

ク産業界のニーズが適時に反映されるべく、その改訂及び承認が COSDAC によって定

期的に行われるよう働きかけること。 
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（２） CNAD 
①  CNAD 及び工業高校における官民連携活動を通じて把握されたプラスチック産業界の

ニーズを CNAD のプラスチック成形技術コース担当教員養成研修の内容に効率的に反

映させるべく、官民連携活動の実施体制を強化すること（官民連携活動を担当する専任

職員の配置）。 
②  工業高校のプラスチック成形技術コースの増設に際しては、本プロジェクトで作成さ

れた教員研修実施計画を活用すること。 
③  民間セクターに対する人材育成を強化すること。 

 
（３） DGETI 及び CNAD 

①  絶えず変化する産業ニーズに対応するべく、プラスチック成形技術コース担当教員研

修のカリキュラムの見直しを継続的に行うこと。さらに、CVCC を活用し、プラスチッ

ク産業界のニーズを包括的に把握する仕組みを構築すること。 
②  CNAD における各モジュールの研修に参加する教員を工業高校側で選出するための基

準案（学歴や基礎知識等）を作成し、当局に提出すること。 
 
３－７ 教 訓 
（１） カスケード式の技術移転における各機関のトップの当事者意識の重要性 

本プロジェクトに関わる主要な機関（DGETI、CNAD、モデル工業高校）のトップの高

い当事者意識により、カスケード式の技術移転が効果的に機能した。 
 

（２） 官民連携に係るさまざまな取り組みの組み合わせの効果 
実際に効果をもたらす、CVCC、企業訪問、PPK／プロジェクト・カイゼン（PK）、セミ

ナーといった一連の活動により、CNAD、モデル工業高校と民間セクターとの深い（官民）

連携が可能となった。 
 

（３） 官民連携活動を推進するうえで民間セクターの関心をひく活動を導入することの意義 
民間セクターがメリットを実感する官民連携活動としての PPK の実施を経て、民間セク

ターがモデル工業高校との連携に本気で取り組むようになった。 
 

（４） 理論と実技を十分に備えた人材を産業界に供給することの重要性 
モデル工業高校のプラスチック成形技術コースの卒業生は、就職先の企業より、その理

論に基づく知識を高く評価されており、将来的にはスーパーバイザーとなることが期待さ

れている。一方で、多くの企業は、同コースの卒業生が十分な実践力を身に付けていない

という見方をしている。学校教育においては、十分な実習の機会を提供することが不可欠

である。 
 

（５） プラスチック成形技術コース新設時における他コースの既存リソースの有効活用 
DGETI はメカトロニクスコースを有する工業高校にプラスチック成形技術コースを新

規に開設することを認可した。工業高校に同コースを新設するに際しては、（メカトロニク

ス、工業化学といった）工業生産に関連するコースを実施している工業高校から着手する

と人材（教員）や設備を活用でき、効率的である。 
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Summary of the Joint Terminal Evaluation 

1. Outline of the Project  
Country: United States of Mexico Project Title: Project for Human Resources Development in 

the Technology of Plastic Transformation 
Issue/Sector: Industrial Development  Cooperation Scheme: Technical Cooperation  
Division in Charge:  
Industrial Development and Public 
Policy Department 

Total Cost (at the time of the Terminal Evaluation): 
JPY530Million 
*Expected amount of budget executed by the end of October 

is included.  
Period of Cooperation:  
(R/D: 20 July 2010) 

October 2010 - October 2014  
(4 years) 

Partner Country’s Implementing Organization:  
 National Center for Actualization of Industrial Technical 

Education (CNAD) 
Supporting Organization in Japan:  
Japan Development Service, Co., Ltd. 

Related Cooperation:  
n/a 
1-1 Background of the Project  
In response to the Agreement between Japan and the United Mexican States on the Strengthening of the 
Economic Partnership (EPA) concluded in April 2005, the Japan’s Official Development Assistance (ODA) 
policy states its further contributions to the socio-economic development in Mexico by supporting its 
“development of small and medium-sized enterprises (SMEs) and local supporting industries”. In Mexico, 
the number of companies in the field of plastic transformation amounts to approximately 3,500, most of 
which are classified as SMEs. These companies have difficulties in recruiting qualified workers because 
skilled labor, especially supervisors, is in short supply. Technological Industrial and Service Studies Centers 
(CETIS) and Technological Industrial and Service High School Centers (CBTIS), which are expected to 
provide potential supervisors in the industrial sector, had neither a specific course nor qualified teachers on 
plastic transformation technology.  

Under these circumstances, the Government of Mexico requested the Government of Japan to implement 
“the Project for Human Resource Development in the Technology of Plastic Transformation”. It aims at 
improving the National Center for Actualization of Industrial Technical Education’s (CNAD) capacity to 
train CETIS/CBTIS teachers on plastic injection molding technology. Based on the Record of Discussions 
(R/D) signed on 20 July 2010, JICA started implementing the Project in October 2010 with the expected 
duration of four years. 

With the Project reaching its completion in October 2014, the Terminal Evaluation was conducted by 
the Joint Terminal Evaluation Team with an aim to verify the achievements of project activities and 
Outputs based on the Five Evaluation Criteria (explained in this report) as well as to make 
recommendations on measures to be taken to achieve the Overall Goal after the project completion and 
obtain lessons learned to formulate and implement projects in the similar field. 

 
1-2 Project Overview  

In order to contribute to the production of qualified technicians for the plastic industry in Mexico, the 
Project aims to enhance CNAD’s capacity to train CETIS/CBTIS teachers for Plastic Transformation 
Technology Course (BTTP). 

 
(1) Overall Goal: CETIS/CBTIS which set up the course of the plastic transformation technology will 

contribute to turn out the quality labor force to the plastic industry in Mexico. 
 

(2) Project Purpose: The capacity to train the instructors of the plastic injection molding technology 
in CETIS/CBTIS is improved at CNAD. 
 

(3) Outputs  
1) The CNAD instructors become to train the CETIS/CBTIS teachers about the plastic injection 
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molding technology. 
2) The training curriculum which meets the needs of the plastic industry in Mexico for the plastic 

injection molding technology to train the CETIS/CBTIS teacher is made up at CNAD. 
3) The training course of plastic injection molding technology for the CETIS/CBTIS teachers is set 

up and managed efficiently at CNAD. 
4) The curriculum (theoretical and practical training) of the plastic injection molding technology 

subject which is set in the plastic transformation technology course at model CETIS/CBTIS 
selected by Mexican side is made up and improved to meet the needs of the plastic industry in 
Mexico. 

5) CNAD’s and model CETIS/CBTIS’s capacity for promoting linkage with the plastic industry is 
enhanced. 
 

(4) Inputs (as of the time of the Terminal Evaluation) 
Japanese side: 
Japanese experts: 6 short-term experts   Equipment and materials: USD738,550  
Training in Japan: 9 trainees           Local Expenses: JPY 51 million 
Mexican side: 
Counterparts (C/Ps): 11 persons        Office space in CNAD for the Project Team 
Local costs: Mexican Peso (MXN) 496,235 

2. Evaluation Team  
Members of 
Evaluation 
Team 

<Japanese Side> 
Mr. Hiroshi Arai Team 

Leader 
Senior Advisor to the Director General, 
Industrial Development and Public 
Policy Department, JICA 

Mr. Naoto Mukai Cooperatio
n Planning 

Advisor, Private Sector Development Group,
Industrial Development and Public 
Policy Department, JICA 

Ms. Kaori Koizumi Evaluation 
and 
Analysis 

Analyst, IMG Inc. 

<Mexican Side> 
Mr. Efraín del Ángel 
Ramírez 

Deputy Director for Bilateral Cooperation with Asia 
Pacific 
Mexican Agency for International Development 
Cooperation (AMEXCID), Secretary of Foreign Affairs 
(SRE) 

Ms. Lorena García 
Nava 

Head of the Department of Bilateral Cooperation with 
Asia Pacific, AMEXCID, SRE 

Ms. Tania Evelyn 
Sánchez Hernández 

Technical Programs Officer, Department of Bilateral 
Cooperation with Asia Pacific, AMEXCID, SRE 

Mr. Samuel Alcantar 
Varela 

Administrative Subdirector, CNAD 
 

Evaluation Period: 10 August 2014 – 30 August 2014 Type of Evaluation: Terminal Evaluation  
3. Evaluation Results  
3-1. Achievements of the Project  
(1) Achievements of the Outputs  
Output 1 (The CNAD instructors become to train the CETIS/CBTIS teachers about the plastic 

injection molding technology.) 
Assessed from the achievement levels of the two OVIs, Output 1 is judged to have been achieved. 
All the sessions of training for CNAD instructors were completed by Experts in June 2014. Experts 

conducted a series of training for nine CNAD instructors, indicating clear goals to be achieved at each 
stage. Through periodically conducting (theoretical and practical) proficiency tests, Experts checked 
each instructor’s level of understanding and adjusted the contents of the training. As a result, all the 
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instructors have reached the required level, becoming able to train CETIS/CBTIS teachers in plastic 
injection molding technology. 

 
Output 2 (The training curriculum which meets the needs of the plastic industry in Mexico for the 

plastic injection molding technology to train the CETIS/CBTIS teacher is made up at 
CNAD.)  

Output 2 is judged to have been achieved, based on the achievement levels of the two OVIs. 
CNAD, with Experts’ assistance, developed a curriculum (Modules I to V) for the training of 

CETIS/CBTIS for BTTP4. Meetings of the Course Curriculum Validation Committee (CVCC), which 
is responsible to ensure the consistency of the curriculum for the training of CETIS/CBTIS teachers for 
BTTP with the plastic industry’s needs, have been held and approved the curriculum before the 
commencement of the training of each module.  

 
Output 3 (The training course of plastic injection molding technology for the CETIS/CBTIS 

teachers is set up and managed efficiently at CNAD.)  
Output 3 is judged to have been achieved, based on the achievement levels of the three OVIs. 
Through the implementation of training for CETIS/CBTIS teachers, an efficient management as well 

as a mechanism for evaluation of the training has been established at CNAD.  
With Experts’ support, CNAD has developed an Implementation Plan, which is used for planning 

training of CETIS/CBTIS teachers for BTTP. CNAD needs to develop training plans, making use of 
the Implementation Plan. 

 
Output 4 (The curriculum (theoretical and practical training) of the plastic injection molding 

technology subject which is set in the plastic transformation technology course at model 
CETIS/CBTIS selected by Mexican side is made up and improved to meet the needs of the 
plastic industry in Mexico.) 

Output 4 is judged to have been achieved, based on the achievement levels of the three OVIs.  
The curriculum (for Modules I to V) which is currently being used by CETIS/CBTIS teachers for 

BTTP was authorized in 2011 by the Sector Coordination Unit on Academic Development (COSDAC) 
under the Secretary of Public Education (SEP), where key figures from the plastic industry were 
invited. Based on the curriculum, BTTP has been conducted at the three model CETIS/CBTIS since 
August 2011. However, the curriculum has not been reviewed since the authorization in 2011. 

 
Output 5 (CNAD’s and model CETIS/CBTIS’s capacity for promoting linkage with the plastic 

industry is enhanced.) 
Output 5 is judged to have been achieved, based on the achievement levels of the three OVIs. 
By continuing public private partnership (PPP) activities, CNAD’s and the model CETIS/CBTIS’ 

capacity for promoting partnership with the plastic industry has been enhanced. Some of the companies 
having participated in the Pilot Project KAIZEN (PPK) are contributing to CVCC, offering their 
workplaces for the training of CETIS/CBTIS teachers, and/or starting receiving BTTP students for 
in-company training and employing them. At every model CETIS/CBTIS, PPP activities for facilitating 
students’ in-company training and employment were made active through the introduction of the 
assessment of the plastic industry’s needs for human resource development and exploratory visits to 
candidate companies that would offer in-company training. 

 
(2) Prospect for the Achievement of the Project Purpose (The capacity to train the instructors 

of the plastic injection molding technology in CETIS/CBTIS is improved at CNAD.) 
It has been judged that the Project Purpose will be achieved by the end of the Project period by: the 

                                                   
4 The themes of the modules are the following: Module I “Prepare materials for molding”, Module II “Mold plastic by the extrusion 

process”, Module III “Mold plastic by the injection process”, Module IV “Mold plastic by the thermoset process” and Module V 
“Prepare mold and dice for plastic transformation process”. 
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achieved Outputs (1 to 5) and the achievement levels of the three OVIs for the Project Purpose.  
CNAD instructors have acquired sufficient knowledge and skills on plastic transformation 

technology to conduct training of CETIS/CBTIS teachers following the curriculum approved in the 
Project. As a result, it has been judged that those teachers for BTTP who took the training at CNAD 
have reached the required level although it is necessary to confirm the results of the final evaluation of 
all the participants. 

 
3-2. Summary of Evaluation Results  

The Project is evaluated based on the Five Criteria according to the following five levels: high, 
relatively high, medium, relatively low and low. 

 
(1) Relevance: High   

The Relevance of the Project is assessed as High. 
The Project is consistent with the Mexico’s National Development Plan 2013-2018, the Japan’s ODA 

policies and the plastic industry’s needs. It has been verified that the project approach is appropriate in 
achieving the Project Purpose as well. 

 
(2) Effectiveness: Medium 

The Effectiveness of the Project is assessed as High.  
It has been judged that the Project Purpose will be achieved by the end of the Project period by: the 

achieved Outputs (1 to 5) and the achievement levels of the three OVIs for the Project Purpose. The 
Evaluation Team is of the opinion that the adequate methodology of the transfer of technology (from 
Expert to CNAD instructors) contributed to the achievement. 

 
(3) Efficiency: Relatively High 

The Efficiency of the Project is assessed as Relatively High.  
While most of the Project inputs have been implemented as scheduled to produce intended Outputs, 

there have been several factors that have decreased the efficiency of the project implementation. 
However, those negative factors did not directly affect the achievement of the Outputs.  

 
(4) Impact: High 

The impact of the Project is assessed as High.  
The prospect of the Overall Goal being achieved within three to five years after completion of the 

Project is high, provided that the following are undertaken: CETIS/CBTIS provide BTTP students with 
adequate opportunities of practical training; CNAD and CETIS/CBTIS continue PPP activities with an 
aim to promote in-company training and employment in plastic industry; and DGETI authorizes the 
opening of new BTTP or an increase in the number of classes under the current BTTP. For DGETI’s 
considerable efforts, there has been an increase in the number of newly opened BTTP and that of 
classes under the current BTTP. 

Driven by the education reform that aims at improving the coverage of education and the teachers’ 
quality, CNAD’s functions will be further extended. 

 
(5) Sustainability: Relatively High 

The Sustainability of the Project is assessed as Relatively High. 
The mechanism to train CETIS/CBTIS teachers for BTTP has been established. It consists of: (a) the 

mechanism for the reviewing and approving of the curriculum for training CETIS/CBTIS teachers; (b) 
the Implementation Plan for the training of CETIS/CBTIS teachers for BTTP; (c) the list of the 
educational materials prepared in the Project (for CNAD instructors’ use); and (d) the mechanism for 
the evaluation of the training of CETIS/CBTIS teachers for BTTP. 

The mechanism to assess the plastic industry’s needs has been established respectively at CNAD and 
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each model CETIS/CBTIS. There is a need to enhance the mechanism to share the information of the 
needs identified at each CETIS/CBTIS with CNAD. 

It has been identified that CNAD needs a systemic structure to intensify its PPP activities, i.e. to 
further increase partner companies in plastic industry located in the regions that would be interested in 
employing qualified technicians and share such companies’ information with CETIS/CBTIS. 

 
3-3. Factors Promoting the Production of Effects  
(1) Factors Concerning the Planning  

The Project has been implemented benefiting from CNAD’s experiences in human resource 
development in mechatronics supported by a JICA project (1995-1999) and other JICA experts.  
 

(2) Factors Concerning the Implementation Process 
The training of CNAD instructors provided by Experts was conducted in such a way that the goals to 
be achieved were firstly set at each stage of the training and then Experts checked the instructors’ 
learning level in each stage and adjusted the contents of teaching. The (theoretical and practical) 
training consisted of the lectures given by Experts and the review sessions in which the instructors 
in charge (of the module) gave lectures on what they had been taught by Experts. This process 
provided confidence to the instructors in giving lectures. 
 

3-4. Factors Inhibiting Project Progress  
(1) Factors Related to Planning  

Nothing in particular. 
 

(2) Factors Concerning the Implementation Process 
Nothing in particular. 
 

3-5. Conclusions  
As the Project Purpose is envisaged to be achieved by the end of the Project period, it is 

recommended that the Project be terminated in October 2014 as scheduled. 
The Project has high Relevance, assessed from its consistency with the Mexico’s development 

policies which give importance to the educational policies and Japan’s ODA policies as well as the 
plastic industry’s needs. Effectiveness of the Project is evaluated as high since all Outputs have been 
achieved and three OVIs for the Project Purpose have been achieved or expected to be achieved by the 
end of the Project period. The Efficiency of the Project is evaluated as relatively high; most of Project 
inputs have been realized as scheduled to produce intended Outputs, although there have been a few 
factors that decreased efficiency in the implementation of the Project. The impact of the Project is 
assessed as high since the Project will contribute to the production of qualified technicians to the 
plastic industry. The sustainability of the Project is judged as relatively high. There is a need for 
preparing a plan of how to increase the number of classes of existing and newly opening BTTP at 
CETIS/CBTIS, and a need for further enhancement of CVSPP’s functions at CNAD and the model 
CETIS/CBTIS.  

 
3-6. Recommendations  
To DGETI: 
(1) Complete the equipment procurement (mold and peripheral equipment for the model 

CETIS/CBTIS) as soon as possible so that all model CETIS/CBTIS will be able to start conducting 
practical training in BTTP. 
 

(2) Develop a plan of how to increase classes of existing and newly opening BTTP. 
 

(3) Encourage COSDAC to periodically review and approve the curriculum of BTTP for CETIS/CBTIS 
teachers’ use so that the plastic industry’s needs are reflected to the curriculum in a timely manner.  
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To CNAD: 
(1) Establish a mechanism of further enhancing PPP activities in order to efficiently reflect the plastic 

industry’s needs, which have been identified through CVSPP at CNAD as well as CETIS/CBTIS, to 
CNAD’s training of CETIS/CBTIS teachers for BTTP.  
 

(2) In case of an increase in classes of existing and newly opening BTTP, develop a plan for training 
CETIS/CBTIS teachers for BTTP, by making use of the Implementation Plan prepared in the 
Project.  
 

(3) Enhance the human resource development for the industrial sector. 
 

To DGETI/CNAD: 
(1) Continuously review the curriculum for the training of CETIS/CBTIS teachers for BTTP to respond 

to fast-changing industry’s needs. Furthermore, establish a mechanism of assessing the plastic 
industry’s needs in a holistic manner by making use of CVCC. 
 

(2) Develop criteria (educational background or basic knowledge) for selecting CETIS/CBTIS teachers 
to take the training for each module of BTTP; and present the proposal for the criteria to a relevant 
authority. 
 

3-7. Lessons Learned  
(1) The head of every organization’s (DGETI, CNAD and model CETIS/CBTIS) considerable 

commitment to the Project enabled the cascaded framework effectively work. 
 

(2) Establishing a strong linkage between key players has increased the effectiveness of the Project. 
A set of activities such as CVCC, company visits, PPK/PK and seminars which made a substantial 
effect, enabled CNAD and the model CETIS/CBTIS to further cooperation with the private sector. 
 

(3) It is crucial for the enhancement of PPP to introduce activities that would attract the private 
sector’s interest. Through the implementation of PPK which successfully made the private sector 
realize the benefit of PPP (partnership between the private and education sectors), the private 
sector came to be truly committed to the collaboration with the model CETIS/CBTIS. 
 

(4) It is of great importance to produce human resources with sufficient theoretical knowledge and 
practical skills. The graduates of the model CETIS/CBTIS are highly appreciated for their 
theoretical knowledge by the companies that employed them, and are expected to be trained as 
supervisors. On the other hand, many of these companies are of the opinion that the graduates have 
not acquired sufficient practical skills. It is necessary to provide adequate opportunities of practical 
training. 
 

(5) DGETI will open new BTTP at a CBTIS running the mechatronics course. It is efficient to start 
activities with the CETIS/CBTIS that have the courses associated with industrial manufacturing 
(such as mechatronics and industrial chemistry) when newly opening BTTP, since the human 
resources (teachers) and the equipment of these courses can be utilized for BTTP. 
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第１章 調査の概要 
 
１－１ 案件の背景 

メキシコ合衆国（以下、「メキシコ」と記す）は、国民１人当たり GDP が 9,935 米ドル（2008
年）の経済協力開発機構（OECD）加盟国であるが、国内にさまざまな開発問題を抱え、経済格

差是正と貧困削減が大きな課題となっている。 
わが国の対メキシコ国政府開発援助（ODA）基本方針では、日・メキシコ経済連携協定（日・

墨 EPA）が発効され二国間経済関係が緊密化しているなかで、メキシコ国進出日本企業にとって

も有益となる「中小企業・裾野産業育成」分野での支援を行うことで、同国の経済社会開発に貢

献することが掲げられている。 
プラスチック産業は自動車部品や電子・電気部品を製造する裾野産業として関連企業総数 3,500

社（登録企業数）が存在し、他産業同様に中小零細企業が多く、企業レベルの向上が重要課題と

なっている。同産業界の雇用規模 15 万人の直接雇用と 100 万人の間接雇用に対して、一定の技術

レベルをもつ労働力の供給が需要に追い付いていない状況にある。同産業界の労働人材を、①技

術者・エンジニア、②中間技術者・スーパーバイザー（職工長やライン長）、③単純労働者・機械

のオペレーターの 3 種に分けた場合、②中間技術者・スーパーバイザーの育成が不足しており、

同産業界としては一定の技術レベルをもつ中間技術者をコンスタントに確保したい強い要望があ

る。 
一方、中間技術者を供給する工業高校にはプラスチック成形技術コースが存在せず、同技術を

指導できる教員も育成されていないために、産業界の要望に応えられない状況にある。かかる状

況下、メキシコ国政府はわが国に対して、工業高校へプラスチック成形技術コースを新設するた

めに必要な協力を要請し、2010 年 10 月より 2014 年 10 月までの 4 年間の予定で「プラスチック

成形技術人材育成プロジェクト」が実施されている。 
2012 年 10 月に実施した中間レビュー調査においては、各活動が順調に進捗していること、５

項目評価は（インパクトを除き）高いかおおむね高いことが確認され、以後のプロジェクト期間

への課題として、①モデル工業高校向け実習機材の確実な調達、②人材育成現場のモニタリング

強化、③官民連携制度の強化、④プラスチック成型コースの増設に向けた計画の策定、⑤プロジ

ェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の改訂、の 5 点が提言された。 
2014 年 10 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を評価、確認すると

ともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業への教訓を導くことを目的と

して本終了時評価調査が実施された。 
 

１－２ 調査の目的 

本終了時評価では、2014 年 10 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果

の達成状況等を評価５項目に基づき評価、確認するとともに、プロジェクト終了後の運営に向け

た提言、今後の類似事業を実施するうえでの教訓を導くことを目的とした。具体的な調査の手順

は以下のとおりである。 
① 実施機関とともにこれまでのプロジェクト進捗・各成果の達成度、実施プロセスを PDM Ver. 

3-1 や活動計画（PO）Ver. 3 に基づき確認する（PDM は付属資料１「協議議事録（M/M）」の

Annex 2、PO は同 Annex 3 を参照）。 
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② プロジェクト活動への貢献要因及び阻害要因を明らかにする。 
③ 「新 JICA 事業評価ガイドライン第１版」（2010 年）に基づき、評価５項目（妥当性、有効

性、効率性、インパクト、持続性）の観点からプロジェクトの評価を行う。 
④ 評価結果を基に、プロジェクト終了後の上位目標の達成に向けた提言を行い、今後の類似

事業を実施するうえでの教訓を導く。 
⑤ 協議結果を合同評価調査報告書にまとめる。 
 

１－３ 調査団員 

調査団のメンバーは以下のとおりである。 
（１）日本側 

担 当 氏 名 所属／役職 

総  括 荒井 浩 JICA 産業開発・公共政策部 参事役 

協力企画 向井 直人 
JICA 産業開発・公共政策部  
民間セクターグループ第２チーム 企画役 

評価分析 小泉 香織 有限会社アイエムジー アナリスト 

 
（２）メキシコ国側 

氏 名 所属／役職 

Mr. Efraín del Ángel Ramírez 
外務省（SRE）国際開発協力庁（AMEXCID）  
アジア太平洋地域二国間協力課 課長 

Ms. Lorena García Nava 
外務省（SRE）国際開発協力庁（AMEXCID）  
アジア太平洋地域二国間協力課 リーダー 

Ms. Tania Evelyn Sánchez Hernández 
外務省（SRE）国際開発協力庁（AMEXCID）  
アジア太平洋地域二国間協力課 

Mr. Samuel Alcantar Varela 職業技術教育活性化センター（CNAD）総務部長 

 
１－４ 調査日程 

本終了時評価は 2014 年 8 月 10 日（日）から 2014 年 8 月 30（土）の日程で実施された。調査

日程の概要は以下のとおりである（詳細は付属資料２「調査日程概要」を参照）。 
 
１－５ プロジェクト概要 

上位目標： 工業高校が質の高い労働力をメキシコ国のプラスチック産業界に供給す

ることに貢献する。 
プロジェクト目標： 職業技術教育活性化センター（CNAD）においてプラスチック射出成形技

術に関わる教員育成機能が向上する。 
成 果： 
 
 

【CNAD】 
１．CNAD インストラクターがプラスチック射出成形技術を工業高校 

教員に指導できるようになる。 
２．CNAD にて、工業高校教員を研修するため、プラスチック産業界 
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のニーズに見合ったプラスチック射出成形技術カリキュラムが作

成される。 
３．CNAD の工業高校教員向けプラスチック射出成形技術研修コース 

が効率的に運営される。 
【モデル工業高校】 

４．モデル工業高校に新たに設置予定のプラスチック成形技術コース 

のうち射出成形技術部分（科目や実習）がプラスチック産業界のニ

ーズに見合うよう作成･改善される。 
【CNAD 及びモデル工業高校】 

５．CNAD 及びモデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進 

する能力が強化される。 
協力期間： 
対象地域： 

2010 年 10 月～2014 年 10 月（4 カ年） 
メキシコシティ、ティファナ（バハ・カリフォルニア州）、 
シウダ・ビクトリア（タマウリパス州） 

相手国機関： 公共教育省産業技術教育局（DGETI） 
職業技術教育活性化センター（CNAD） 

 
１－６ 調査方法 

（１）評価グリッド 
本終了時評価では評価グリッドにまとめた評価設問に沿って評価を実施した。評価グリッ

ドは、①プロジェクトの達成度、②実施プロセス、③評価５項目の 3 部構成となっている（付

属資料１「協議議事録」の Annex 4 を参照）。 
評価５項目の視点は以下のとおりである。 

妥当性 開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先度並びに政策・

方針との整合性の度合い。 
有効性 開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 
効率性 インプットに対するアウトプット（定性並びに定量的）を計測する。開

発援助が期待される結果を達成するために もコストのかからない資

源を使っていることを示す経済用語。 も効果的なプロセスが採用され

たかを確認するため、通常、他のアプローチとの比較を必要とする。 
インパクト 開発援助によって直接または間接的に、意図的または意図せずに生じ

る、正・負の変化。開発援助が、地域社会・経済・環境並びにその他の

開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 
持続性 ドナーによる支援が終了しても、開発援助による便益が継続するかを測

る。開発援助は、環境面でも財政面でも持続可能でなければならない。 
出所：「新 JICA 事業評価ガイドライン 第１版」（2010 年 6 月） 

 
（２）情報収集手段 

本終了時評価における情報・データの収集は、文献調査、質問票調査、インタビュー調査、

現地踏査を通じて行った。 
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第２章 プロジェクトの実績 
 
２－１ 投入実績 

（１）日本側の投入 
日本側の投入実績に関する詳細は、付属資料１「協議議事録（M/M）」の Annex 5 を参照。 

１）専門家派遣 
日本側の投入として、プロジェクト実施に必要な専門分野（［1］総括、［2］副総括／プ

ラスチック射出成形技術、［3］プラスチック材料、［4］射出成形用金型メンテナンス、［5］

連携制度構築支援、［6］業務調整／普及促進支援）において合計 6 名の専門家が派遣され

た（以下、専門家を総称して「専門家チーム」とする）。 
２）本邦研修 

日本側の投入として、2 年度にわたって実施した本邦研修には、計 9 名のプロジェクト

関係者が参加した。 
３）資機材供与 

日本側の投入として、CNAD におけるプラスチック射出成形技術分野の人材育成に必要

な資機材（約 73 万 8,550 米ドル）が供与された5。 
４）現地業務費の支出 

日本側の投入として、プロジェクト開始から 2014 年 8 月（本終了時評価時）までに、

通訳費、旅費・通信費、セミナー開催費として、約 5,128 万 8,000 円のプロジェクト現地

経費が支出された。 
 
（２）メキシコ国側の投入 

メキシコ国側の投入実績に関する詳細は、付属資料１「協議議事録（M/M）」の Annex 6
を参照。 

１）カウンターパート（C/P）の配置 
メキシコ国側の投入として、CNAD より、プロジェクトダイレクター（CNAD 所長）、

プロジェクトマネジャー（同技術部長）、プロジェクト・コーディネーター（同プラスチ

ック成形技術コース・リーダー）、その他 8 名のインストラクターが配置された。 
２）設備の提供 

メキシコ国側の投入として、CNAD 内にプロジェクトオフィスが提供されたほか、適宜、

活動実施に必要な施設・設備が提供された。 
３）プロジェクト活動の実施に係る費用の支出 

メキシコ国側の投入として、プロジェクト開始から 2013 年 12 月末日までに、計 49 万

6,234.95 メキシコペソのプロジェクト活動費が支出された。 
 
２－２ 活動実績 

プロジェクト活動の実績を下表に示す。 
 

                                                 
5 資機材の一部は、計画どおり、CNAD より各モデル校に分配された。 
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表２－１ プロジェクト活動実績 

成果（PDM Ver. 3-1） 活動（PDM Ver. 3-1） 実施状況 

 0 CNAD がプラスチック射出成形技術を指導する

CNAD インストラクターを選定する。 
実施済み 

１．CNAD インストラ

クターがプラスチッ

ク射出成形技術を工

業高校教員に指導で

きるようになる。 

1-1 日本人専門家が研修ニーズに見合った機材リス

トをレビューする。 
実施済み 

1-2 日本人専門家が CNAD インストラクター研修計

画を作成する。 
実施済み 

1-3 JICA が CNAD に実習に必要な機材を供与する。 実施済み 

1-4 日本人専門家が研修計画に沿って CNAD インス

トラクターにプラスチック材料、射出成形技術、

射出成型用金型デザイン・メンテナンスに係る講

義・実習研修を行う。 

実施済み 

1-5 日本人専門家が機材を利用して CNAD インスト

ラクターへの実習研修を行う。 
実施済み 

1-6 日本人専門家が CNAD インストラクターに対し

て習熟度確認テストを行う。 
実施済み 

２．CNAD にて、工業

高校教員を研修する

ため、プラスチック

産業界のニーズに見

合ったプラスチック

射出成形技術カリキ

ュ ラ ム が 作 成 さ れ

る。 

2-1 CNAD/DGETI と日本人専門家が工業高校教員研

修カリキュラム作成のために、プラスチック産業

界の二―ズに基づきつつ、メキシコ側が作成した

素案の協働レビューを行う。 

実施済み 

2-2 CNAD と日本人専門家が産業界代表を含めたカ

リキュラム承認委員会（CVCC）を設置して、同

カリキュラムについて協議する。 

実施済み 

３．CNAD の工業高校

教員向けプラスチッ

ク射出成形技術研修

コースが効率的に運

営される。 

3-1 CNAD が日本人専門家の指導を受けて、モデル工

業高校教員向けプラスチック射出成形技術研修

コースを試験的に実施する。 

実施済み 

3-2 CNAD が同コースの運営に係るモニタリング・評

価会議を設置・開催する。 
実施済み 

４．モデル工業高校に

新たに設置予定のプ

ラスチック成形技術

コースのうち射出成

形技術部分（科目や

実習）がプラスチッ

ク産業界のニーズに

見合うよう作成･改

善される。 

4-1 CNAD インストラクターが日本人専門家の指導

を受けて、モデル工業高校で使用されるカリキュ

ラムと実習用機材の選定に関して助言する。 

実施済み 

4-2 CNAD がモデル工業高校教員研修の 終試験を

実施する。 
実施済み 

4-3 CNAD インストラクターが日本人専門家の指導

を受けつつ、モデル工業高校教員による各モデル

工業高校での活動（授業）を指導監督する。 

実施済み 
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５．プラスチック産業

界との連携を促進さ

せるための CNAD 及

びモデル工業高校の

能力が強化される。 

5-1 CNAD が日本人専門家の指導を受けつつ、プラス

チック産業界代表との定例会合を開く。 
実施済み 

5-2 CNAD が日本人専門家の指導を受けつつ、プラス

チック産業界代表を含めたカリキュラム承認委

員会定例会合を開く。 

実施済み 

5-3 CNAD が日本人専門家の指導を受けつつ、プラス

チック産業界との官民連携活動としてパイロッ

ト・プロジェクト・カイゼン（PPK）を実施する。 

実施済み 

5-4 工業高校が日本人専門家の指導を受けつつ、プラ

スチック産業界との官民連携活動として連携委

員会を開催する。 

実施済み 

5-5 工業高校がプラスチック関連企業訪問、同産業に

おける人材育成ニーズに関する調査を実施する。 
実施済み6 

5-6 CNAD が日本人専門家の手助けを得て、プラスチ

ック産業界向けにプラスチック射出成形技術に

関するオープンセミナー及びワークショップを

開催する。 

実施済み7 

 
プロジェクト活動は計画どおり実施されている。さらに、成果５に係る活動の一部は計画を超

えて進捗している。具体的には、CNAD によるパイロット・プロジェクト・カイゼン（PPK）は

パイロット・プロジェクトの段階を経て 2014 年 6 月よりプロジェクト・カイゼン（PK2014）が

実施されていること（活動 5-3）が挙げられる。 
他方で、以下に示すように、投入（PDM 上では前提条件とされているもの）に遅れが生じてい

る。 
① DGETI による米州開発銀行（IDB）の融資を活用したモデル工業高校向け資機材調達： 

2012 年度調達分の資機材8（第１バッチ）は 2012 年 7 月までに各校に設置されることになっ

ていたが、各校に届いたのは 2013 年 4 月から 5 月であった。また、金型や他の周辺機器の

調達（第２バッチ）は当初、2013 年度に予定されていたが、IDB の内部の手続上の事情によ

り 2014 年度に持ち越され、現在も調達プロセスの見通しが立たない状況にあるため、DGETI
は本評価中に他の資金ソースも模索し始めた。工業高校で実習用機材が整備されていない状

況への対応策として、本プロジェクトではシミュレーション用のモールド・フロー・ソフト

ウェアを（当初計画どおり）購入して各校で活用してもらい、CNAD はプラスチック製の金

型モデルを各校に配布した。また、各校はそれぞれに企業から金型を借用するか譲り受ける

ほか、企業内で実習をさせてもらった。しかしながら、実習の機会は十分とはいえない状況

であった。 
② 工業高校（CBTIS）No.271 における実習棟建設：上述のとおり、主要な実習機材は 2013

                                                 
6 プラスチック成形技術コースの第１期生に関する活動を終了し、現在、在校生（第２期生以降）に係る活動を実施中である。 
7 一連の活動は実施済みであるが、CNAD は 2014 年 9 月に本プロジェクトの成果発表会を開催予定である。 
8 主にモジュールⅡ、Ⅲ、Ⅳで使用する資機材で、射出成形機をはじめとした主要な機材を含む。 
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年 4 月から 5 月に各校に配布済みであるものの、工業高校（CBTIS）No.271 にはその設置場

所がない状況である。タマウリパス州政府が建設中の同校の実習棟は 2014 年 10 月の完成が

見込まれている。 
 

２－３ 成果の達成状況 

評価チームは、本プロジェクトが PDM Ver.3-1 に示される計画に沿って成果を達成しているこ

とを確認した。以下に成果ごとの達成度を示す。 
 

（１）成果１の達成状況 

成果１：CNAD インストラクターがプラスチック射出成形技術を工業高校教員に指導でき

るようになる。 

指標： 
1-1. CNAD インストラクター 9 人が CNAD のプラスチック射出成形技術コースへ配属さ

れる。 
1-2. CNAD インストラクター 9 人が日本のプラスチック射出成形技術技能検定２級と同

等レベルの試験に合格する。 

 
成果１は、2 つの指標がともに達成されたことにより、達成済みと判断される。 
専門家による 9 人の CNAD インストラクターへの研修は、2014 年 6 月に全講義（計 527

時間）9が終了した。一連の研修は各段階で達成すべき目標が明確に示されたものとなってお

り、定期的に（理論及び実習の）習熟度確認テストを実施することで専門家は各インストラ

クターの理解度を把握し、研修内容を柔軟に変更しながら研修を行った。その結果、全 9 名

が工業高校の教員にプラスチック射出成型技術を教授するのに必要とされるレベルに達した。 
１）指標 1-1 

＜達成度：達成済み＞ 
計画どおり、計 9 人のインストラクターが CNAD のプラスチック成形技術コース10に配

属されている。インストラクターは専門家による一連の研修を受講し（付属資料１「協議

議事録（M/M）」の Annex 7-1 を参照）、プラスチック射出成形技術に関連するモジュール

（モジュールⅠ「プラスチック材料」、モジュールⅢ「射出成型技術」、モジュールⅤ「金

型／口型」）のうちの一つあるいは複数を担当している11。 
２）指標 1-2 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD のインストラクター 9 名全員が日本のプラスチック射出成形技術技能検定２級と

同等かそれ以上の試験に合格した。うち 6 名は A クラス（同検定１～２級程度）、3 名は B
クラス（同検定２級程度）の試験に合格している。 

                                                 
9 CNAD インストラクターへの研修は、107 の理論講義及び 94 の実習講義から成る。 
10 PDM 上では「プラスチック射出成形技術コース」と表記されているが、インストラクターは実際には射出成形技術以外（押

出成形技術、熱硬化性樹脂成形技術）の研修も実施しているため、総称としての「プラスチック成形技術コース」としてい

る。 
11 工業高校のプラスチック成形技術コースのモジュールは、モジュールⅠ「プラスチック材料」、モジュールⅡ「押出成形技

術」、モジュールⅢ「射出成型技術」、モジュールⅣ「熱硬化性樹脂成形技術」、モジュールⅤ「金型／口型」。 
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（２）成果２の達成状況 

成果２：CNAD にて、工業高校教員を研修するため、プラスチック産業界のニーズに見合

ったプラスチック射出成形技術カリキュラムが作成される。 
指標： 
2-1. CNAD が工業高校教員研修カリキュラムを開発する。 
2-2. CNAD 及びプラスチック産業界代表から成るカリキュラム承認委員会（CVCC）が同

カリキュラムを承認する。 
 
成果２は、2 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員を対象とした研修のカリキュラム12がプ

ラスチック産業界のニーズと整合していることを確認する場としてのカリキュラム承認委員

会（CVCC）会合は各モジュールの研修が開始する前に開催され、モジュールごとにカリキ

ュラムの承認が行われた。CNAD は現在、カリキュラム内容（なかでもマニュアル）に関し

てプラスチック関連企業より積極的なフィードバックを受けるまでになっている。 
また、CNAD はカリキュラム開発に加えて、習熟度評価基準や実習試験実施ガイドライン

といった工業高校教員の習熟度を確認するための一連のツールを専門家の支援を受けながら

開発した。さらに、本プロジェクトで作成された工業高校教員研修用教材やインストラクタ

ーが個人的に保管している教材等を一覧にし、CNAD 内で有効に活用できるようにした。 
他方、CNAD インストラクター及び研修に参加した工業高校教員とのインタビューにおい

ては、本プロジェクトでは技術移転の対象外とされているモジュールⅡ及びⅣ（特にモジュ

ールⅣ）の（工業高校教員向け研修）内容については充実を図る必要性が指摘された。 
１）指標 2-1 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD は専門家と共に、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員を対象とした

研修のカリキュラム（モジュールⅠ～Ⅴ）を開発した13。カリキュラムはプラスチック成

形技術をひととおり網羅した内容となっており、プラスチック産業界で必要とされる応用

分野も含まれている。 
２）指標 2-2 

＜達成度：達成済み＞ 
CVCC は、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修のカリキュラムの

内容を検討し承認する場として 2011 年 3 月に設立された14。同委員会のメンバーは、プラ

スチック産業界代表、さまざまな規模のプラスチック関連企業、DGETI、CNAD、モデル

                                                 
12 カリキュラムと呼ばれるものには、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修用と、工業高校のプラスチ

ック成形技術コースで用いられるものとがある。 
13 本プロジェクトでは、各関係者（CNAD インストラクター、モデル工業高校の教員）の技術面における到達レベルを客観的

に把握するため、日本のプラスチック成形技能試験をベースに作成された試験の合否をプロジェクト目標や成果の指標と

して採用している。上記試験の内容として、主に①プラスチック材料技術、②射出成形技術、③射出成形金型の組立・メン

テナンス技術であるため、関連するモジュール(Ⅰ、Ⅲ、Ⅴ)に係る技能強化に重点を置きつつ、メキシコ側の要望を踏まえ

たかたちでモジュールⅡ（押出成形プロセス）及びⅣ（熱成形プロセス）についてはカリキュラム開発についてのみ支援を

行うこととなった。 
14 カリキュラムの承認プロセスは以下のとおり。①CNAD が当該モジュールのカリキュラム案を作成し、CVCC に対して提

案する、②モジュールごとに結成されたワーキンググループが同案をレビューし、修正案を作成する、③CVCC がワーキ

ンググループによって作成された修正案を承認する。 
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工業高校等である15。（モジュールごとの）カリキュラムは各モジュールの研修が始まる前

に同委員会によって承認された。2014 年 6 月までに計 14 回の委員会会合が開催され、本

プロジェクトの支援対象モジュール（モジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴ）については改訂版も含めた

全カリキュラムが承認済みとなっている16（付属資料１「協議議事録（M/M）」の Annex 7-2
を参照）。 

 
（３）成果３の達成状況 

成果３：CNAD の工業高校教員向けプラスチック射出成形技術研修コースが効率的に運営

される。 
指標： 
3-1. CNAD がプラスチック射出成形技術研修コースを実施するグループを新規に設置す

る。 
3-2. CNAD が同研修コースの実施に必要なロジ準備、研修計画に沿った研修コースの実

施、研修コースの進捗モニタリング、研修コース改善のためのフィードバックの収集

を行う。 
3-3. 研修コースのモニタリング・評価のための定期会合が開催される。 
 
成果３は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
CNAD では工業高校教員向け研修の実施17を通じて、研修実施上のマネジメント体制及び

研修の評価の仕組みが確立された。異なるモジュールを担当するインストラクターが互いに

協力し合うことで、プラスチック射出成形を行う工場のラインに近い環境で実習講義を行う

ことができるようになった。 
また、CNAD による工業高校教員向け研修の成果を検証するべく、教員がプラスチック成

形技術コースのカリキュラム（マニュアル）に従って適切な内容で授業を行っているかを確

認するため、CNAD インストラクターは授業のモニタリングを実施し、教員が自らの教授法、

教材等を改善できるよう助言を行った18。 
工業高校教員向け研修の質を一定に保つため、CNAD は専門家の支援を受けて、プラスチ

ック成形技術担当教員研修実施計画を策定した。同実施計画にはモジュールごとに、目的、

指導内容、各科目に必要とされる時間、スケジュール、費用等が記されており、CNAD は今

後、この実施計画を活用して個別の研修計画を作成していくことになっている。 
 

                                                 
15 カリキュラム承認委員会の規定上のメンバーは、CNAD、DGETI、モデル工業高校、メキシコ国のプラスチック産業界代

表、JICA メキシコ事務所、専門家とされている。 
16 カリキュラムの有効期間はモジュールごとに定められており、モジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴは本プロジェクトの終了前の 2014 年

6 月に改訂版の承認が行われた。 
17 工業高校教員向け研修は、高校にて各モジュールが開始する半年前の冬期あるいは夏期休暇中に実施されている。工業高

校における一つのモジュールの授業は１学期（半年）間であり、モジュール I は入学後２学期目から始まる。 
18 各モデル工業高校では、プラスチック成形技術コースのモジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴにそれぞれ 2 名の教員が配置されている。

CNAD による授業モニタリングにおいては、メキシコ市内に所在する工業高校（CETIS）No.6 に対しては直接現場モニタリ

ングを実施し、また遠方の工業高校（CBTIS）No.237 及び No.271 に対しては出張費の捻出が困難であったために電話やビ

デオ会議を通じ、ヒアリングシートを用いてモニタリングを行った。加えて、半年に一度 CNAD で実施される教員研修の

冒頭で、CNAD インストラクターが教員から授業の実施状況についての聞き取りを行うことで、各教員の技術レベルを把

握し、研修内容に反映させるようにしてきた。 
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１）指標 3-1 

＜達成度：達成済み＞ 
本プロジェクトが開始した 2010 年 10 月に、CNAD にプラスチック成形技術コースを担

当するグループが新規に結成された。同グループは工業高校教員向けの研修を実施する 9
人のインストラクターより構成される。 

２）指標 3-2 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD は、工業高校教員向け研修の実施に必要なロジの手配を行い、年に 2 回（1 月と

8 月に）研修を実施し、実施済みの研修について評価を行っている。2014 年 8 月までに、

計 14 回の研修が実施された（表２－２参照）19。モデル工業高校 3 校から計 16 人のプラス

チック成形技術コース担当教員が研修に参加し、なかには複数のモジュールの研修に参加

する者もあった（表２－３参照）。 
 

表２－２ CNAD における工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修実績 

モジュ

ール 
回数 

(回) 
No. 時期 日数(日) 

参加教員数(人) 

計 
CETIS
No.6 

CBTIS
No.237 

CBTIS
No.271 

Ⅰ 4 

1 2011 年 8-9 月 20 9 5 2 2 
2 2012 年 8 月 10 4 2 2 0 
3 2013 年 8 月 5 3 1 1 1 
4 2014 年 8 月 7 7 3 2 2 

Ⅱ 3 
1 2011 年 11-12 月 20 7 3 2 2 
2 2013 年 1-2 月 20 4 2 1 1 
3 2014 年 1 月 5 2 1 0 1 

Ⅲ 3 
1 2012 年 8 月 20 6 2 2 2 
2 2013 年 8 月 10 4 2 1 1 
3 2014 年 8 月 8 7 3 2 2 

Ⅳ 2 
1 2013 年 1-2 月 20 3 2 1 0 
2 2014 年 1 月 10 6 4 0 2 

Ⅴ 2 
1 2013 年 8 月 20 6 2 2 2 
2 2014 年 8 月 13 6 2 2 2 

出所：プロジェクト文書 

  

                                                 
19 研修実施回数は、モジュールⅠが 4 回、モジュールⅡ、Ⅲが各 3 回、モジュールⅣ、Ⅴが各 2 回となっている。2～3 モジ

ュールの研修が同時期に実施されることもあった。 
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表２－３ CNAD の研修に参加した工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員 

 
No. 教員 

モジュール 
Ⅰ 

モジュール 
Ⅲ 

モジュール 
Ⅴ 

CETIS 
No.6 

1 教員 A X X 
2 教員 B X 
3 教員 C X X 
4 教員 D X 
5 教員 E X 
6 教員 F X 
小計（人） 3 3 2 

CBTIS 
No.237 

1 教員 G X 
2 教員 H X 
3 教員 I X 
4 教員 J X 
5 教員 K X 
6 教員 L X 
小計（人） 2 2 2 

CBTIS 
No.271 

1 教員 M X X 
2 教員 N X 
3 教員 O X X 
4 教員 P X 
小計（人） 2 2 2 延べ人数 

計（人） 16 7 7 6 20 
出所：プロジェクト文書 

 
３）指標 3-3 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD が工業高校教員向け研修の改善に向けてフィードバックを受ける仕組みは構築さ

れている。研修実施後 1 カ月以内にモニタリング・評価のための会合が開催されることに

なっており、これまでに計 7 回の会合が行われた（付属資料１「協議議事録（M/M）」の

Annex 7-3 を参照）。同会合では、研修参加者、CNAD インストラクター、専門家がそれぞ

れ研修中あるいは研修終了後に記入した計 5 つのモニタリングシートから得られた情報を

基に、CNAD、専門家、その他の関係者が共に研修の振り返りを行ってきた。このような

モニタリング・評価の方法は、CNAD が従来、他の研修コースで実施している方法に合わ

せて今後変化していくことが想定される。 
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（４）成果４の達成状況 
成果４：モデル工業高校に新たに設置予定のプラスチック成形技術コースのうち射出成 

形技術部分（科目や実習）がプラスチック産業界のニーズに見合うよう作成･改善

される。 
指標： 
4-1. モデル工業高校において、DGETI に承認されたカリキュラムに基づいてプラスチッ

ク成形技術コースが設置され、本プロジェクト終了時には各校に 3 クラスが存在す

る。 
4-2. モデル工業高校が同コースへの射出成形技術コンポーネントを組み込む。 
4-3.（理論と実習を含む）カリキュラムがプラスチック産業界のニーズに応じて DGETI

によって見直される。 
 

成果４は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
工業高校のプラスチック成形技術コースの担当教員によって現在用いられているカリキ

ュラム（モジュールⅠ～Ⅴ）20は、公共教育省下のアカデミー開発調整委員会（COSDAC）に

よって 2011 年 7 月に承認されている 21。COSDAC は、DGETI の管下にある工業高校

（CETIS/CBTIS）及び連邦政府の管下にある国立職業技術高校（CONALEP）22で使われるカ

リキュラムの策定と改訂を行う機関であるため、COSDAC によって承認されたカリキュラム

は実質的に全国で使われることになる。他方、カリキュラムの内容は 2 年ごとに COSDAC
によって見直されることとなっているものの、プラスチック成形技術コースのカリキュラム

の見直しは 2011 年以降、一度も行われていない。 
本章の２－２節で既述のとおり、DGETI によるモデル工業高校向けの金型や他の周辺機器

の調達（第２バッチ）が遅延していることにより、モデル工業高校は本格的に実習を実施で

きない状況にある。一時的な対策として、各校は独自の努力で不足している資機材を企業か

ら借用するか譲り受けるほか、CNAD は各校にプラスチック製金型モデルの供与を行った。

また、2014 年 2 月には JICA 予算で購入されたシミュレーション用のモールド・フロー・ソ

フトウェアが各校に配布された。しかしながら、各モデル工業高校では、実習の機会を十分

に提供するための環境が整備されているとはいえない状況が続いている。 
１）指標 4-1 

＜達成度：達成済み＞ 
（メンバーに DGETI を含む）COSDAC によって 2011 年 7 月に承認されたカリキュラム

に基づき、モデル工業高校 3 校にて 2011 年 8 月よりプラスチック成形技術コースが実施さ

れている。終了時評価時においては、工業高校（CBTIS）No.237 及び No.271 では各学年 1
クラスの計 3 クラス、工業高校（CETIS）No.6 では計 7 クラス（１学年と２学年は各 3 ク

ラス、３学年は 1 クラス）が存在している。 
 

                                                 
20 プラスチック成形技術コースの担当教員によって用いられるカリキュラムは、指導要綱、実習指導マニュアル、メカニカ

ル・ガイドラインより成る。 
21 COSDAC のメンバーにはプラスチック産業界からの有識者が含まれている。 
22 CONALEP には、連邦政府の管下にあるものと州政府の管下にあるものとがある。 
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２）指標 4-2 
＜達成度：達成済み＞ 

工業高校のプラスチック成形技術コースのカリキュラムは、プラスチック射出成形技術

のコンポーネント（モジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴ）が組み込まれたものとなっている。 
３）指標 4-3 

＜達成度：達成済み＞ 
モデル工業高校でプラスチック成形技術コースが開始される以前に、CNAD 及び専門家

の助言が反映されたカリキュラム案が COSDAC によって承認された。 
 

（５）成果５の達成状況 

成果５：CNAD 及びモデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進する能力が強化

される。 
指標： 
5-1. （CNAD、モデル工業高校の各レベルにおける）官民連携委員会がプラスチック産業

界との連携強化のために少なくとも年に 1 度開催される。 
5-2. 官民連携委員会が連携のための活動〔例：パイロット・プロジェクト・カイゼン（PPK）、

オープンセミナー、ワークショップ〕を提案し、計画に沿って実施する。 
5-3. モデル工業高校のプラスチック成形技術コースの 60％の生徒がインターンシップを

行う。 
 

成果５は、3 つの指標の達成度より、達成済みと判断される。 
指標 5-1 及び 5-2 で述べる官民連携活動を継続的に実施してきたことにより、CNAD 及び

各モデル工業高校のプラスチック産業界との連携を促進する能力は強化された。CNAD によ

る PPK は活動計画を超えて進捗した結果、パイロット・プロジェクトの段階を過ぎて、現在

では PK2014 が実施されるに至っている。PPK（2012 年）、PPK2（2013 年）に参加した企業

の多くは、CVCC の活動に貢献したり、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員の

現場での実習を支援したり、同コースの生徒をインターンとして受け入れたり、（双方が合意

すれば）雇用するなど、CNAD 及びモデル工業高校に対して積極的な協力の姿勢を示してい

る。他方、各モデル工業高校では、特に地元企業を対象とした人材育成ニーズ調査やプラス

チック成形技術コースについての説明を行うことを目的とした企業訪問を実施してきたこと

で、生徒のプラスチック関連産業でのインターンシップや就職を促進することをめざす官民

連携活動は活発に行われるようになった。 
各モデル工業高校で把握された産業ニーズを CNAD と効果的に共有していくことが、

CNAD 及びモデル工業高校にとっての次の課題として挙げられる。 
１）指標 5-1 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD における官民連携委員会は、CNAD、プラスチック産業界の代表等をメンバーと

して 2012 年 2 月に結成され、これまでに 10 回の会合が開催された（付属資料１「協議議

事録（M/M）」の Annex 7-4 を参照）。同委員会の役割は、プラスチック産業界のニーズを
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汲み入れた連携プログラムを策定することである23。また、成果２で既述のとおり、CVCC
の会合は 14 回開催された。 

各モデル工業高校においては、既存校では本プロジェクト開始以前より官民連携担当が

置かれており、また新設の工業高校（CBTIS）No.271 ではプロジェクト開始とほぼ同時期

に同担当が配属された。工業高校における官民連携活動の主な目的は、生徒のインターン

シップを促進しコーディネートすること、就職支援を行うこと、企業に対して実習教育に

必要な資機材の供与あるいは貸与を働きかけること24、の 3 点である。CNAD は専門家の

支援の下、各校が協力企業を増やすための支援を行った。各校で実施された活動には、①

人材育成ニーズ調査の実施、②（プラスチック成形技術コースについての説明を行いなが

らの）インターンシップ受け入れ候補企業への訪問調査の実施、③既存の官民連携活動の

強化、④生徒がプラスチック関連企業での仕事への理解を深めることを目的としたセミナ

ーの開催が含まれる。特に、①と②の活動は官民連携活動の活性化に有効に働いた。 
２）指標 5-2 

＜達成度：達成済み＞ 
CNAD における官民連携委員会による連携活動計画に基づき、PPK が 2012 年度と 2013

年度に実施された。PPK（2012 年）では 4 社、PPK（2013 年）では 5 社のモデル企業が選

定され、CNAD によって詳細診断、改善提案と定期的な現場モニタリングが行われた。PPK
終了後には、公開セミナーにおいてモデル企業が自らカイゼンのプロセスについての発表

を行った。CNAD インストラクター等へのインタビューより、PPK を経験することで、段

取り時間の短縮、歩留まり率や設備稼働率の改善といった生産管理に対するインストラク

ターの意識が高まったことが確認された。またいずれのモデル企業でもカイゼン活動の成

果が確認されたことで、CNAD の民間セクターを対象とした人材育成に対する信頼が醸成

されたことも確認された。PPK に参加したすべての企業が工業高校のプラスチック成形技

術コースの生徒をインターンとして受け入れることに関心を示している。そして現在、2
社を対象に PK2014 が実施されているが、PPK が無料で行われたのに対し、PK は有料で提

供されるとして参加企業との合意がなされている。 
公開セミナーはこれまでに 3 回開催された（付属資料１「協議議事録（M/M）」の Annex 

7-5を参照）。同セミナーは、プラスチック関連企業への本プロジェクトの周知を図るべく、

プロジェクトの活動内容やその進捗を報告することを主な目的として実施された。 
（その他の官民連携活動については指標 5-1 を参照のこと。） 

３）指標 5-3 

＜達成度：達成済み＞ 
工業高校のプラスチック成形技術コースでは、 終学期にあたる第６学期目（第３学年

時）にインターンシップを行うこととされており、これは、技術者（プロフェッショナル・

テクニシャン）の資格を取得するための要件のひとつとなっている。同コースの第１期生

は、2014 年 2 月にプラスチック関連企業等でインターンシップを行った。モデル工業高校

                                                 
23 これまでに実施された 3 つの官民連携プログラムは、①CNAD によるプラスチック関連企業への研修（PPK／PK）、②CNAD

による工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員の（民間セクターとの連携を通じた）養成、③工業高校教員向け研

修カリキュラムの改訂と承認（カリキュラム承認委員会）である。 
24 一般に、工業高校では従来から企業への資機材の供与あるいは貸与の働きかけが行われている。 
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3校の平均として、69％（CETIS No.6は 56％、CBTIS No.237は 50％、CBTIS No.271は 100％）

の生徒がインターンシップを修了した25。 
 

２－４ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標：CNAD においてプラスチック射出成形技術に関わる教員育成機能が向上す

る。 
指標： 
１．9 人の CNAD インストラクターが日本のプラスチック射出成形技術技能検定２級と同等の

レベルに達する。 
２．CNAD のプラスチック成形技術コースがプラスチック産業界のニーズに即して実施され 

る。 
３．モデル工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員 18 人26が養成され、 終試験に合

格する。 
 
5 つの成果の達成度及びプロジェクト目標の 3 つの指標の達成度より、プロジェクト目標は本

プロジェクト終了時までの達成が見込まれる。 
CNAD インストラクターは、カリキュラム承認委員会で承認されたカリキュラムに基づいて工

業高校のプラスチック成形技術担当教員へ研修を実施するのに十分な知識と技術を身に付けた。

その結果として、CNAD で研修を受けた工業高校の教員は（全員分の 終試験の結果を確認する

必要はあるものの）授業を行ううえで必要とされるレベルに達している27。評価チームは、本章

の２－６節で述べるとおり、専門家から CNAD のインストラクターへの技術移転の方法が適切で

あったことがプロジェクト目標の達成に貢献しているとの見方を示している。 
 
（１）指標１ 

＜達成度：達成済み＞ 
成果の指標 1-2 で既述のとおり、CNAD のプラスチック成形技術コースのインストラクタ

ー 9 名全員が日本のプラスチック射出成形技術技能検定１級あるいは２級と同等の 終試験

に合格している。 
 
（２）指標２ 

＜達成度：達成済み＞ 
工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修は、CVCC によって承認された

カリキュラムに沿って実施されているため、プラスチック産業界のニーズと合致していると

判断される。さらに、CNAD は PPK／PK をはじめとした他の官民連携活動を通じて産業ニ

ーズの把握に努め、教員向け研修の内容に反映させてきた。 
 
 

                                                 
25 各校の第１期生の生徒数は 30～35 人。工業高校（CETIS）No.6 については 2014 年 6 月末時点、他の 2 校については 2014

年 8 月時点のデータとなっている。 
26 モジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴの担当教員数（モジュールⅡ、Ⅳの担当教員は含まれない）。［PDM Ver.3-1 より抜粋］ 
27 終了時評価の現地調査 終日に、CNAD の研修に参加した教員延べ 20 人全員の 終試験合格が確認された。 
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（３）指標３ 
＜達成度：本プロジェクト終了時までの達成が見込まれる＞ 

工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員延べ 20 人（実数は 16 人28、表２－３参

照）が 2014 年 8 月に CNAD で実施された研修に参加し、モジュールⅠ、Ⅲの研修を受講し

た延べ 14 人（各 7 人）全員については 終試験に合格したことが確認されている。モジュー

ル V の 終試験の結果については近日中に明らかになる予定である。 
これらの全教員が授業を行ううえで必要とされるレベルに達している一方で、担当するモ

ジュールの内容をより効果的に教えるにあたっては能力強化の余地があるといえる。実際、

各モデル校側では、教員の（パートタイムや兼務といった）雇用形態に係る事情により、CNAD
での研修の全日程に教員を参加させることがかなわないことがあった。また、教員の学歴や

有している基礎知識が各モジュールの研修に参加するうえで求められる条件29と必ずしも合

致しないことや、校内の手続上の問題で教員を研修に参加させられないこともあった。他  

方、CNAD インストラクターは、教員の基礎知識や各モジュールの研修出席数等に関する問

題に対応するため、 終年度に過去の教員研修期間中に実施した試験内容に関するフィード

バックを行い、教員は 終試験の合格に向けて過去の学習内容を復習することができた。 
 

２－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標：工業高校が質の高い労働力をメキシコ国のプラスチック産業界に供給することに貢

献する。 
指標： 
１．工業高校のプラスチック成形技術コースの 60％の卒業生がインターンシップを修了し、 

技術者（プロフェッショナル・テクニシャン）の資格を取得する。 
２．工業高校におけるプラスチック成形技術コースのコース数あるいはクラス数が少なくとも

6 コース／クラス増加する30。 
３．工業高校のプラスチック成形技術コースの 25％の卒業生がプラスチック産業界へ就職す 

る31。 
４．工業高校のプラスチック成型技術コースから大学へ進学する者のうち、50％がプラスチッ

ク産業に関連する学部・学科へ進学する32。 
 
本プロジェクト終了後に次のことが遂行されるならば、3 年から 5 年後に上位目標が達成され

る見込みは高い。①工業高校のプラスチック成形技術コースで実習の機会（校内での実習及び企

業でのインターンシップ）が十分に与えられること、②CNAD 及び工業高校がプラスチック成形

技術コースの学生のプラスチック関連企業でのインターンシップ及び就職を促すことを目的とし

て、官民連携活動を継続的に行うこと、③DGETI が工業高校にプラスチック成形技術コースを増

設すること。 

                                                 
28 複数のモジュールの研修を受講している教員が含まれるため。 
29 現時点では、CNAD の研修に参加するための条件として明確に示されたものは存在しない。 
30 プラスチック成形技術コースの増設計画も数に含まれる。［PDM Ver.3-1 より抜粋］ 
31 プラスチック産業とは、メキシコプラスチック製品製造業協会（ANIPAC）の（会員企業の）分類に基づいて定義される。

［PDM Ver.3-1 より抜粋］ 
32 プラスチック産業に関連する大学の学部・学科とは、プラスチック工学、機械工学、電子工学及びその他の工学系の学

部・学科を示す。大学とは、卒業時に学士の資格を与える教育機関を指す。［PDM Ver.3-1 より抜粋］ 
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本プロジェクトでプラスチック関連企業を対象として実施された人材育成ニーズ調査の結果

及び評価チームによるインタビューの結果より、プラスチック関連企業はモデル工業高校の卒業

生を雇用したいと考えていることが明らかにされている一方で、プラスチック成形技術コースの

存在を知らない企業が依然として多数存在することも事実である。 
DGETI は、工業高校に設置するコースや（各コースの）クラス数を産業ニーズに基づいて決定

している。工業高校にプラスチック成形技術コースを新設するうえでの 大の課題は実習用機材

の確保、同コースのクラス数を増やす際に直面する課題は設備（教室、機材）及び担当教員の確

保である。また、同コースへの予算の増加は、工業高校の他のコースへの予算縮小と同義である

ため、DGETI にとってはコース間の予算配分が要となる。本プロジェクト期間には、同コースの

将来的な増設33を促進する目的で、調査対象の 6 州34の工業高校のうち〔設備及び人材（教員）面

でプラスチック成形技術コースの新規開設に有用な〕工業生産に関連するコースを設置している

工業高校をリストアップし、参考資料として DGETI に提出した。メキシコでは現在、自動車及び

自動車部品が輸出金額の 25.5％を占め、輸出全体を 2.5％押し上げる、勢いのある輸出産品のひ

とつである35。そのため、自動車産業が集積しているケレタロ州をはじめとする中央高原地域

（Bajio 地域）のプラスチック産業界から同コースへの開設ニーズが高いことが確認されている。

DGETI の前向きな取り組みにより、プラスチック成形技術コース数／クラス数は増加しつつある。 
本プロジェクト終了後も各モデル工業高校は独自の方法で継続的に卒業生の動向を追跡し、

CNAD は毎年（卒業生の動向がある程度確定する）10 月に上位目標に係る指標データを工業高校

等から収集することとなっている。このことからも、本終了時評価時（2014 年 8 月）に収集され

た上位目標に係る指標データは暫定的であるといえる。 
 
（１）指標１ 

工業高校で技術者（プロフェッショナル・テクニシャン）の資格を取得するには、一定の

成績を修めることとインターンシップを修了することが必須である36。指標１の達成に影響

を及ぼす要因として考えられるのは、①（生徒や保護者、企業の関心を引く）工業高校にお

ける十分な実習教育の有無、②生徒や保護者の資格取得への理解の有無である（表２－４参

照）。 
 
（２）指標２ 

工業高校（CETIS）No.6 においては、2013 年 8 月入学の学年（第 3 期生）より 3 クラスと

なっている。同校では廃止となった鋳造コースの担当教員と設備を活用できたため、クラス

数の増加は円滑に実現した。現時点では問題なくコースを実施しているものの、同様に 3 ク

ラスとなる 2014 年度入学生に対応するため、担当教員を増員する必要に迫られており、新た

に担当教員となる人材を CNAD の研修に参加させることとなっている37。 

                                                 
33 プラスチック成形技術コースの増設には、①工業高校における同コースの新設及び同コースを有する工業高校でのクラス

数の増加、② ①に係る計画、③連邦政府管下の CONALEP における同コースの設置（及びその計画）が含まれる。 
34 6 州とは、本プロジェクトの対象 3 州と、JICA の自動車産業基盤強化プロジェクトの対象 3 州（グアナファト州、ヌエボレ

オン州、ケレタロ州）を指す。 
35 JETRO 世界貿易投資報告:メキシコ編(2013 年) 
36 成績が満たない者に関しては、各校とも補講や追加課題といった救済策を設けている。 
37 これまでパートタイムで勤務していた教員が常勤となるなど、雇用形態が変化した者もあった。 
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2014 年度よりチワワ州の工業高校（CBTIS）No.122 にプラスチック成形技術コースを設置

することが、2014 年 5 月に DGETI によって認可された。同コースを担当する教員は地元の

先端技術研修所にてプラスチック基礎コースを受講したが、2014 年 8 月下旬には CNAD の

予備研修を受講することになっている。CNAD による同校の担当教員を対象とした（通常の）

研修計画は、本プロジェクトで策定された研修実施計画に沿って作成されている 中であり、

2015 年 1 月の研修開始が予定されている。 
 

（３）指標３ 
一般に、工業高校の卒業生は必ずしも卒業直後に就職するわけではないという事実にかん

がみると、（上位目標に係る指標が収集される）2014 年 10 月時にプラスチック関連企業に就

職している卒業生（第１期生）の割合は 25％を超えるものと想定される（表２－４参照）。 
 

（４）指標４ 
現在、大学入試プロセスの 中であり、プラスチック産業に関連する学部・学科（工学系）

に進学する各校の卒業生（第１期生）の人数は確定していない（表２－４）。 
 
表２－４ モデル工業高校プラスチック成形技術コースの卒業生（第１期生）の進路 

（2014 年 8 月現在） 

 
卒業生数 
（人） 

［指標１］ 
技術者（プロフェ

ッショナル・テク

ニシャン）資格の

取得予定者の割

合
a) 

［指標３］ 
プラスチック関

連企業への就職

者の割合
b) 

［指標４］ 
プラスチック産

業に関連する学

部（工学系）への

進学者の割合
c) 

CETIS No.6 n/a 
CBTIS No.237 (32) (43.7%) (28.1%) n/a 
CBTIS No.271 31 100% n/a 84% 

a) 技術者（プロフェッショナル・テクニシャン）資格の取得予定者数÷全卒業生数 
b) プラスチック関連企業への就職者数÷全卒業生数 
c) 工学系学部・学科への入学（予定）者数÷進学希望者（出願者）数 
*括弧内は暫定的なデータ。 
出所：プロジェクト文書 

 
２－６ プロジェクトの実施プロセス 

調査団は、本プロジェクトが適切に実施されていることを確認した。以下にプロジェクトの実

施プロセスに係る主要な点を示す。 
 

（１）技術移転（専門家から CNAD インストラクターへ） 
① 専門家による CNAD インストラクターへの研修においては、段階ごとに目標が設定され

ており、専門家が各段階で各インストラクターの習熟度を把握し、状況に応じて指導内容

を調整しながら研修を実施してきた。 
② 同研修は専門家による（理論・実習を含む）講義と復習講義から成り、後者は当該モジ

ュールを担当する CNAD インストラクターが講師となって専門家から学んだ内容につい
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て講義する（専門家の講義を繰り返す）という方法で行われた。このようなプロセスを経

ることで、インストラクターは講義を行うことへの自信を得るようになった。 
③ CNAD インストラクターは、専門家が帰国している間の課題として工業高校教員向け研

修に用いる教材を作成することで、研修で学んだ知識を自分のものとすることができた。 
 
（２）プロジェクト・マネジメント 

① DGETI やモデル工業高校の校長など、要職の人員交替が数件生じたものの、活動スケジ

ュールや活動報告といったプロジェクト実施に必要な情報は、DGETI、CNAD／専門家チ

ーム、モデル工業高校の間で適切に共有されてきた。 
② 本プロジェクト活動の進捗のモニタリングは、主に専門家チームと CNAD の上層部（所

長、技術部長、プラスチック成形技術コース・リーダー）によって定期的に行われ、モニ

タリング結果は他のインストラクターと共有されてきた。 
 
（３）中間レビュー時の提言のフォローアップ状況 

プロジェクト側が中間レビュー時に受けた各提言への対応状況は次に示すとおりである。 
① モデル工業高校向け実習用機材の確実な調達 

本章の２－２節で既述のとおり、モデル工業高校向け実習用機材（第２バッチ）の調達

は未だ行われておらず、現在、DGETI が資金源を模索中である。 
② 人材育成現場のモニタリング強化  

本章の２－３節（成果３）で既述のとおり、CNAD における工業高校教員向け研修の専

門家によるモニタリング、モデル工業高校における授業実施状況の CNAD 及び専門家によ

るモニタリングとも強化が図られ、それぞれのモニタリング結果は CNAD での教員向け研

修の内容に適切に反映されている。 
③ 官民連携体制の強化  

本章の２－３節（成果５）で既述のとおり、官民連携活動は CNAD、モデル工業高校の

それぞれにおいて強化が図られた。 
④ 工業高校のプラスチック成形技術コースの増設に向けた DGETI による計画策定 

本章の２－５節で既述のとおり、CNAD 及び専門家は、プラスチック成形技術コースの

将来的な増設を促進する目的で、調査対象の 6 州の工業高校のうち〔設備及び人材（教員）

面でプラスチック成形技術コースの新規開設に有用な〕工業生産に関連するコースを設置

している工業高校をリストアップし、参考資料として DGETI に提出した。 
⑤ PDM の改訂 

中間レビュー調査後速やかに PDM Ver.3 への改訂が行われた。2013 年 10 月には上位目

標の指標に具体的な数値を加えるなど、軽微な改訂が行われ、PDM Ver.3-1 が承認された。 
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第３章 評価結果 
 
３－１ 評価５項目による評価 

本プロジェクトは評価５項目に基づき、5 段階（高い、やや高い、中程度、やや低い、低い）

で評価された。 
 

３－１－１ 妥当性：高い 
本プロジェクトの妥当性は、以下の理由により「高い」と評価される。 

 
（１）メキシコ政府の政策との整合性 

本プロジェクト期間の後半時期に当たる 2013 年中旬に打ち出されたメキシコの「国家

開発計画 2013～2018 年」では、5 つの主要な開発目標のひとつに教育の重要性が掲げられ

ている。教育へのアクセスと質を向上させるとともに、教育と科学技術、生産部門との連

携体制を構築することとされており、知識集約型社会への移行をめざす内容となっている。

戦略の柱として、①学生が現代社会で競争力を付けていけるようカリキュラムを更新する

こと、②科学技術分野に対してより多大かつ効果的な投資を行うこと、③高付加価値の製

品及びサービスを提供していけるようイノベーションを支援することの 3 点が挙げられて

いる。本プロジェクトでは、現行の政策に先んじて活動を展開してきたといえる。 
また、同じく 2013 年より進められているメキシコの教育改革では、プレスクールから

中高等教育に至るまで、教員の質を高めることに注力している。 
 

（２）産業ニーズとの整合性 
プラスチック成形技術分野における人材育成への需要は非常に大きい。メキシコプラス

チック製品製造業協会（ANIPAC）の 新の調査結果（「統計年鑑 2012」）によると、メキ

シコのプラスチック成形技術分野における労働力は 2008 年の 19 万 5,000 人から 2011 年の

22 万 6,000 人へと増加（116％）している。プラスチック部品の使用は、2011 年には 2007
年比で 1,300％となっており、この増加は自動車関連産業のニーズに起因するとされてい

る。 
プラスチック関連企業数社とのインタビューを通じて、プラスチック射出成形技術分野

における人材育成は産業界が直面している大きな課題であることが確認された。多くの場

合、新人の社内研修は後回しにされるか、あるいは理論を教えずに直接現場で作業を教え

ているのが現状である。特に小規模の企業においては、理論的な知識を備えた中間技術者

やスーパーバイザーが欠如していることが多い。そのような意味においても、モデル工業

高校で教育を受けた人材は産業界にとって有用であるといえる。 
 
（３）日本の開発援助政策との整合性 

本プロジェクトは、日本の政府開発援助（ODA）政策と整合している。日本の対メキシ

コ国 ODA 政策は、二国間経済関係の更なる緊密化をもたらすメキシコの産業振興への支

援を重視している。本プロジェクトは「中小企業・裾野産業の競争力強化プログラム」に

位置づけられおり、民間企業、政府、教育機関の参画による産学官連携を重視した事業を
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展開するという開発課題への対応方針とも合致している。 
 

（４）日本の協力の優位性 
日本はプラスチック射出成形技術分野における高い技術力を有しており、また、他国に

おける同分野での人材育成経験も豊富に有している。本プロジェクトでは、日本のプラス

チック射出成形技術技能検定の基準を活用し、技術移転の目標を設定してきた。また、JICA
は CNAD の設立を支援し、1995 年以来、CNAD のメカトロニクス分野での人材育成を支

援してきた経緯を有する。  
 

（５）プロジェクト・アプローチの適切性 
プロジェクト目標を達成するためのアプローチは妥当であると判断される。本プロジェ

クトでは、プラスチック成形技術分野における人材育成を持続的に行っていくための仕組

みの構築を図っており、それは、CNAD インストラクターの能力強化（成果１）、工業高

校のプラスチック成形技術コース担当教員研修用カリキュラムの見直し及び承認を行う

仕組みの構築（成果２）、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員向け研修の実

施体制の構築（成果３）、工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員用カリキュラ

ムの開発（成果４）、CNAD 及びモデル工業高校における官民連携活動の強化（成果５）

というプロセスで行われてきた。また、本プロジェクトは、プラスチック産業界の人材育

成へのニーズを把握し、把握されたニーズを各プロジェクト活動に反映させるよう設計さ

れている。 
本プロジェクトの対象地（モデル工業高校の所在地）の選定に関しては、①モデル工業

高校の周辺にプラスチック産業が存在しないこと、②モデル工業高校が CNAD から遠く離

れていることを理由に、ほかにより良い選択肢があったのではないかという意見が関係者

へのインタビューで聞かれた。①の工業高校（CBTIS）No.271 の周辺にプラスチック関連

産業が存在しない件38については、プロジェクト期間を通じて、同校の所在する工業団地

内に民間企業の大規模な誘致が進められることが想定されていたという経緯があった。他

方、同校の全卒業生（第１期生）が大学に進学し、うち 84％が工学系を専攻するという事

実にかんがみると、卒業生が将来的にプラスチック成形技術の応用技術が必要とされる石

油化学産業、エネルギー産業、アグロインダストリー（これらはタマウリパス州が競争力

をもつ産業としている）に従事する可能性は低くはないと考えられる。あるいは、同州内

のプラスチック関連産業への就職も想定され得る。また、②に関しては、第２章の２－３

節（成果３）で述べたとおり、CNAD が出張予算の制限から工業高校（CBTIS）No.237 及

び No.271 を十分に訪問できなかったという事実はあるものの、代替策として実施された電

話やビデオ会議を通じての授業モニタリングや CNAD での教員向け研修の冒頭に行われ

たヒアリングが機能してきた。以上の理由から、本プロジェクトの対象地（対象校）の選

択は適切であったと判断される。 
 
 

                                                 
38 タマウリパス州内にはプラスチック関連企業が複数存在する。 
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（６）その他の特記事項 
メキシコでは人材育成への新たな需要が生まれている。本プロジェクトの開始以降、日

本及びドイツの自動車関連企業が加速的にバヒオ地域39に集積し、現在、生産活動始動に

向けて準備を行っている。これらの産業では、オペレーター、中間技術者、エンジニアと

いったあらゆるレベルで質の高い労働力が必要とされている。 
 

３－１－２ 有効性：高い 
本プロジェクトの有効性は、以下の理由により「高い」と評価される。 

 
（１）プロジェクト目標の達成見込み 

5 つの成果の達成度及びプロジェクト目標の 3 つの指標の達成度より、プロジェクト目

標は本プロジェクト終了時までの達成が見込まれる。 
CNAD インストラクターは、CVCC で承認されたカリキュラムに基づいて工業高校のプ

ラスチック成形技術担当教員へ研修を実施するのに十分な知識と技術を身に付けた。その

結果として、CNAD で研修を受けた工業高校の教員は（全員分の 終試験の結果を確認す

る必要はあるものの）授業を行ううえで必要とされるレベルに達している。評価チームは、

専門家から CNAD のインストラクターへの技術移転の方法が適切であったことがプロジ

ェクト目標の達成に貢献しているとの見方を示している。 
 

（２）有効性に係る外部条件：研修を受けた CNAD インストラクターが勤続する。 
本プロジェクトの初期に CNAD インストラクター 3 人の入れ替えがあったが、2012 年 6

月以降は同一のメンバーがプラスチック成形コースに配置されている。この先、現在のメ

ンバーが数人入れ替わったとしても、各モジュール（モジュールⅠ、Ⅲ、Ⅴ）の研修を複

数のインストラクターが担当しているため、教員向け研修を継続していくことは可能であ

る。また、CNAD の関係者はインタビューのなかで、必要に応じて本プロジェクトで得た

知識や一連のツールを活用し内部で新規にインストラクターを育成することは可能であ

ると明確に述べている。 
 

３－１－３ 効率性：やや高い 
本プロジェクトの効率性は「やや高い」と評価される。成果の達成に向けて投入のほとんど

は計画どおりに行われた。プロジェクト実施上の効率性を低下させる要因がいくつかみられた

ものの、これらは成果の達成を直接的には阻害していない。 
 

（１）投入と活動の適切性 
日本側の投入に関しては、専門家派遣、資機材供与、本邦研修、現地業務費の支出とも

に適切に行われてきたことが確認された。供与機材の多くは、主に CNAD における工業高

校教員向け研修での実習で効果的に活用されている。 
メキシコ側の投入については、第２章の２－１節（２）で既述のとおり、カウンターパ

                                                 
39 ケレタロ州、グアナファト州、アグアスカリエンテス州とハリスコ州のロス・アルトス地区を含む地域。 
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ート（C/P）が適切に配置されている。 
他方、第２章の２－２節で述べたとおり、モデル工業高校向け資機材の調達（第１及び

第２バッチ）の遅れは高校での実習教育に影響を及ぼしている。タマウリパス州政府によ

る工業高校（CBTIS）No.271 の実習棟建設も遅延しており、2014 年 10 月の完成が見込ま

れている状況である。これらは PDM 上では前提条件とされており、卒業生（第１期生）

は即戦力を備えるのに十分な実習の機会を得ることはできなかった。これに対して、モデ

ル工業高校側は、自助努力で不足の周辺機器を購入したり、また不足機材を企業からの借

用等の対応を行った。 
CNAD に隣接する工科大学は、学生数の増加により 2012 年より CNAD の（実習室を含

む）教室を借用しており、一時期はプラスチック成形技術コース担当教員向け研修の実施

にも影響を及ぼしていたが、政権交代以降、問題は解消されている。 
 

（２）効率性に係るその他の貢献要因・阻害要因 
プロジェクトの効率性を向上させた要因を以下に示す。 

① CNAD のプラスチック成形技術コース・リーダーを中心としたインストラクターの強

いコミットメントと専門家チームの高い専門性とが成果の達成に大きく貢献した。 
② 従来、CNAD（教育セクター）と民間セクターとの間のコミュニケーションが密に取

られることはなかったが、プラスチック産業界の代表のひとつである ANIPAC が CVCC
にメンバーとして関わってもらえる企業を推薦してくれたことは、両者のコミュニケー

ションが向上するきっかけとなった（成果２）。 
③ CNAD からの遠隔地に所在する工業高校（CBTIS）No.237 及び No.271 におけるプラ

スチック成形技術コースの授業モニタリングや官民連携活動のフォローアップを電話

やビデオ会議を通じて効率的に実施した（成果３、成果５）。 
④ 工業高校（CBTIS）No.271 は、近隣にプラスチック関連企業が存在しないため、ほぼ

全員の生徒を連れてメキシコシティへのスタディツアーを実施した。ツアーにおいては、

プラスチック関連企業 2 社を訪問したほか、CNAD の機材を用いて生徒への実習教育を

行った。その話を聞いた工業高校（CETIS）No.6 も、後日、CNAD における実習の機会

を設けた（成果４）。 
⑤ パイロット・プロジェクト・カイゼン（PPK）を適切な時期（CVCC が軌道に乗って

きた時期）に、適切な規模で実施したことをきっかけに、CNAD の官民連携活動が円滑

に進むようになった（成果５）。 
⑥ 本プロジェクトは、CNAD のメカトロニクス分野における人材育成の経験を大いに活

用して実施されてきた40。 
⑦ JICA の本邦研修（課題別研修、日・メキシコプログラム等）に参加した経験を有する

者がプロジェクト活動に多数関与しており、プロジェクトの円滑な実施につながった。 
 

プロジェクトの効率性を低下させた要因としては、工業高校（CBTIS）No.271 が治安上

の理由で生徒に（タマウリパス州内の他の市に所在する）プラスチック関連企業でインタ

                                                 
40 技術協力プロジェクト（1995～1999 年）、専門家派遣等。 
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ーンシップを受けさせることができなかったことが挙げられる。また、専門家もプロジェ

クトの 終年度にはタマウリパス州における治安の悪化から同校を訪問することができ

なかった。 
 

３－１－４ インパクト：高い 
本プロジェクトのインパクトは、以下の理由により「高い」と評価される。 

 
（１）上位目標の達成見込み 

本プロジェクト終了後に次のことが遂行されるならば、3～5 年後に上位目標が達成され

る見込みは高い。 
① 工業高校のプラスチック成形技術コースで実習の機会（校内での実習及び企業でのイ

ンターンシップ）が十分に与えられること。 
② CNAD 及び工業高校がプラスチック成形技術コースの学生のプラスチック関連企業で

のインターンシップ及び就職を促すことを目的として官民連携活動を継続的に行うこ

と。 
③ DGETI が工業高校にプラスチック成形技術コースを増設すること。 

 
（２）上位目標の達成に係る外部条件：メキシコ政府が、工業高校教員を養成するという 

CNAD の機能を維持する。 
教育のカバー率及び教員の質を向上させることを主な目的として実施されているメキ

シコ国の教育改革の後押しを受けて、CNAD の機能は拡張されることとなっている。CNAD
は従来の教員養成機能を保持すると同時に本部機能を備える一方で、タマウリパス州シウ

ダ・ビクトリアに〔工業高校（CBTIS）No.271 に隣接して〕CNAD の分校（CENAD）が

開校される予定である41。 
 

（３）正のインパクト 
以下に、発現が予測される正のインパクトについて記す。 

① 第２章の２－３節（成果４）で既述のとおり、現在、工業高校のプラスチック成形技

術コースの教員によって用いられているカリキュラムは、今後、全国的に活用される可

能性がある。 
② メキシコの教育改革の影響と本プロジェクトでの取り組みにより、CNAD はタマウリ

パス州に分校（CENAD）を有することになった。CNAD でプラスチック成形技術コース

担当教員向け研修を受講したタマウリパス州在住者が CENAD で開講予定の同コースで

教鞭を取ることが想定されている。 
③ JICA の自動車産業基盤強化プロジェクトの関係者であるグアナファト州立研修セン

ター（IECA）及び 3 企業が本プロジェクトの公開セミナーに参加した。IECA は PPK の

参加企業による成果発表を聞いて、CNAD の民間セクター向け人材育成手法を知り、

CNAD に対してグアナファト州内の民間企業を対象としたセミナー実施への協力を依頼

                                                 
41 CENAD の建設は 2014 年度中に連邦政府の予算で開始されることとなっている。 
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した。本プロジェクトで CNAD が習得した知識と技術が他の組織に波及する可能性が示

唆される。 
④ ２度の PPK を経験した CNAD は、現在、ANIPAC の月例会議において、同協会の会員

企業に対してミニ講義とともに研修サービスの宣伝を行っている。他方で、CNAD は

ANIPAC より同協会の会員企業向け集団実習の提供を依頼されていることからも、

CNAD は今後、プラスチック関連企業と新たな連携関係を構築していく可能性を有して

いるといえる。 
⑤ ANIPAC の会長が、会員企業の人事担当者を集めた会議の場で本プロジェクトに関す

るプレゼンテーションを行い、工業高校のプラスチック成形技術コースの生徒のインタ

ーンシップ受け入れと雇用を促していることから、今後、新たな企業が CNAD や工業高

校の協力先となることが見込まれる。また、会員企業の人材ニーズを把握している

ANIPAC は、ジョブ・マッチングのウェブサイトを開設したところであり、今後の有効

な活用が期待される。 
 

３－１－５ 持続性：やや高い 
本プロジェクトの持続性は、政策・制度面、財政面、技術面、その他の要因から総合的に判

断し、「やや高い」と評価される。 
 

（１）政策・制度面 
① 工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員を養成する体制は構築されている

といえる。具体的には、(a) 教員向け研修のためのカリキュラムの見直しと承認を行う

仕組み（CVCC）、(b) 教員向け研修実施計画、(c) 教員向け研修用教材の一覧、(d) 教

員向け研修の評価の仕組みが存在していることが挙げられる。 
② プラスチック産業のニーズを把握する仕組みは CNAD と各モデル工業高校のそれぞ

れで構築されているが、工業高校で把握された産業ニーズを CNAD と効果的に共有する

仕組みをより強化させる必要がある。 
③ CNAD は、官民連携活動をより一層強化し（CNAD 周辺にとどまらず、プラスチック

成形技術コースの卒業生を必要とするような地域にも協力企業を増やしていく）、協力

先となり得る企業に関する情報を工業高校と効果的に共有していくために、体制の強化

（例として、プラスチック成形技術コース専属の官民連携担当職員の配置）を図る必要

がある。 
④ 工業高校（CBTIS）No.271 では、大学進学希望者であっても高校生の時点でインター

ンシップを経験することは有意義なことであるとの考えから、技術者（プロフェッショ

ナル・テクニシャン）の資格取得を義務化している。 
⑤ モデル工業高校は、今後、プラスチック成形技術コースの卒業生の進路の追跡調査（就

職先企業への聞き取りも含む）を毎年実施することになり、得られた結果を生かして授

業の改善を図ることが可能となる。 
⑥ 各モデル工業高校では、特に、地元企業を対象とした人材育成ニーズ調査や、プラス

チック成形技術コースについての説明を行うことを目的とした企業訪問を実施してき

たことで、生徒のプラスチック関連産業でのインターンシップや就職を促進するための
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官民連携活動が強化された。他方、学校レベルで把握された産業ニーズを CNAD と効率

的に共有していくような取り組みはいまだ行われていない。 
⑦ DGETI はプラスチック産業界の人材ニーズが増大傾向にあることを認識しつつも、か

かるニーズにどのように応えていくかについていまだ明確な方針を示していない。

DGETI は高校のプラスチック成形技術コース増設に向けた計画を策定する必要がある。 
 

（２）財政面 
① CNAD は、現在の運営管理費の予算内で工業高校のプラスチック成形技術コース担当

教員向けの研修を継続していくことが可能であることが確認された42。他方、CNAD は

PK を有料化することで自己財源を有することになり、組織としてサービスを拡張して

いくことが可能となり得る。 
② モデル工業高校関係者とのインタビューより、プラスチック成形コースを担当する教

員に CNAD の研修を受けさせる予算、実習教育に必要な資材を購入する予算を確保し続

けることは可能であることが確認された43。 
 

（３）技術面 
① CNAD は、本プロジェクトの実施を通じて培われたノウハウと 20 年にわたるメカト

ロニクス分野での人材育成の経験を基に、今後もプラスチック成形技術分野の人材育成

を継続していくことが可能であると判断される。 
② CNAD の官民連携委員会は、（CVCC や PPK／PK を通じて）教育セクター及び民間セ

クターに対する研修内容を産業ニーズに即して調整していく機能を有している。 
③ CNAD は、本プロジェクトで策定された、工業高校のプラスチック成形技術コース担

当教員向け研修実施計画を活用することで、同研修の質を一定に維持していくことが可

能である。 
④ CNAD にて研修を受講したモデル工業高校のプラスチック成形技術コース担当教員は、

授業を行っていくうえで必要とされるレベルに達していると考えられる。 
⑤ 約 20 年前に JICA から CNAD に供与された機材がメカトロニクスコースで適切に維持

管理されている事実にかんがみると、本プロジェクトで供与された機材も同様に適切に

使用され、維持管理が行われていくと想定される。また、機材の故障に際しては、現地

で修理を受けることが可能である。 
 

（４）持続性に関するその他の阻害要因 
今後、CNAD で研修を受ける必要のあるプラスチック成形技術コース担当教員が劇的に

増加するような事態になると、（通常、教員向け研修は冬期及び夏期休暇中に実施されて

いるが、同時期の研修で実習機材を使用できる人数には限りがあるため）CNAD は研修受

講者を一時に集中させないよう、スケジュールを工夫し調整する必要性に直面することに

なる。 

                                                 
42 CNAD の運営管理費に係る予算は、設立以来、微減しているものの、およそ 290 万ペソの水準となっている。 
43 工業高校の運営に必要とされる諸予算の財源は連邦政府、州政府、寄付金等となっているが、必要に応じて追加的な財源

を確保することもある。 
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３－２ 結 論 

本プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達成されると見込まれるため、プロジェクト

を計画どおり 2014 年 10 月に終了させることを提言する。 
本プロジェクトの妥当性は、メキシコ・日本両国の政策との整合性、産業ニーズとの整合性と

いう観点から「高い」と判断された。 
本プロジェクトの有効性は、すべての成果が達成されていること、プロジェクト目標の指標が

達成されているかプロジェクト期間内での達成が見込まれていることから「高い」と判断された。 
本プロジェクトの効率性については、プロジェクト実施上の効率性を低下させる要因がいくつ

か確認されたものの、投入はほぼ計画どおりに実施され、成果が発現しているため「やや高い」

と判断された。 
本プロジェクト終了後もプラスチック産業界に質の高い中間技術者を提供し続けていくこと

が見込まれるため、本プロジェクトのインパクトは、「高い」と判断された。 
本プロジェクトの持続性は、その政策・制度面、財務面、技術面等から「やや高い」と判断さ

れた。プロジェクトの持続性を確実にするためには、プラスチック成形技術コースの増設計画の

策定、CNAD 及びモデル工業高校における官民連携活動のより一層の強化が求められる。 
本プロジェクトの持続性及びインパクトを高めることを目的に、評価チームは次章において提

言を行う。 
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第４章 提言と教訓 
 
４－１ 提 言 

調査団は、各機関が実施すべき事項を以下のとおり提言する。 
 
（１）産業技術教育局（DGETI） 

① 第 2 次資機材調達（モデル工業高校向けの金型及び射出成形に必要な周辺機器の調達）

を速やかに行い、各モデル工業高校のプラスチック成形技術コースにて実習教育を実施で

きるようにすること。 
② 工業高校におけるプラスチック成形技術コースの増設計画を策定すること。 
③ 職業技術教育活性化センター（CNAD）に次の 2 点の機能を付与すること。 

(a) DGETI に対し、工業高校におけるプラスチック成形技術コースの増設に関する技術的

な助言を行う。 
(b) 同コース増設にあたってのフィージビリティ・スタディを行う。 

④ 工業高校のプラスチック成形技術コースの教員が使用するカリキュラムにプラスチック

産業界のニーズが適時に反映されるべく、その改訂及び承認が COSDAC によって定期的

に行われるよう働きかけること。 
⑤プラスチック成形技術コースのカリキュラムを（CETIS/CBTIS 以外の）他の工業高校でも

活用していく方法を検討すること。 
 
（２）職業技術教育活性化センター（CNAD） 

① CNAD 及び工業高校における官民連携活動を通じて把握されたプラスチック産業界のニ

ーズを CNAD のプラスチック成形技術コース担当教員養成研修の内容に効率的に反映さ

せるべく、官民連携活動の実施体制を強化すること。具体的には、CNAD のプラスチック

成形技術コースの官民連携活動を担当する専任職員を配置することを提言する。 
② 工業高校のプラスチック成形技術コースの増設に際しては、本プロジェクトで作成され

た教員研修実施計画を活用し、当該高校でモジュールⅠが始まる少なくとも 6 カ月前には

同モジュールを担当する教員の養成計画を作成すること。 
③ 民間セクターに対する人材育成を強化すること。具体的には次のとおり。 

(a) 専門家チームの撤退後、確実に PK2014 を遂行する。 
(b) ANIPAC との連携を通じて、同協会の会員企業に対する研修を実現すること。 

 
（３）DGETI 及び CNAD 

① 絶えず変化する産業ニーズに対応するべく、プラスチック成形技術コース担当教員研修

のカリキュラムの見直しを継続的に行うこと。さらに、CVCC（同委員会では、プラスチ

ック材料、プラスチック射出成形技術、金型／口型といったトピック／モジュールごとに

産業ニーズを把握し、カリキュラムに反映させる活動を行っている）を活用し、プラスチ

ック産業界のニーズを包括的に把握する仕組みを構築すること。 
② CNAD における各モジュールの研修に参加する教員を工業高校側で選出するための基準

案（学歴や基礎知識等）を作成し、当局に提出すること。 
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③ モデル工業高校が質の高い技術者（プロフェッショナル・テクニシャン）を育成したと

いう実績を用いてプラスチック成形技術コースについての広報活動を行うこと（それによ

り、生徒や保護者、プラスチック関連企業における認知度が高まり、ひいてはコース増設

につながると考えられる）。  
 
（４）モデル工業高校 

① プラスチック成形技術コースの生徒のインターンシップ先及び就職先を確保することを

目的に、官民連携活動のより一層の強化を図ること。また、把握された産業ニーズに関す

る情報を適時に CNAD と共有すること。 
② プラスチック成形技術コースの卒業生の進路の追跡調査（卒業生の就職先企業への聞き

取りを含む）を毎年実施し、その結果を同コースの授業内容に反映させること。 
 
４－２ 教 訓 

本プロジェクトの実施を通じて、以下の教訓が導かれた。 
 
（１）カスケード式の技術移転における各機関のトップの当事者意識の重要性 

本プロジェクトに関わる主要な機関（DGETI、CNAD、モデル工業高校）のトップの高い

当事者意識により、カスケード式の技術移転が効果的に機能した。 
 
（２）官民連携に係るさまざまな取り組みの組み合わせの効果 

実際に効果をもたらす、CVCC、企業訪問、PPK／PK、セミナーといった一連の活動によ

り、CNAD、モデル工業高校と民間セクターとの深い（官民）連携が可能となった。 
 
（３）官民連携活動を推進するうえで民間セクターの関心を引く活動を導入することの意義 

民間セクターがメリットを実感する官民連携活動としての PPK の実施を経て、民間セクタ

ーがモデル工業高校との連携に本気で取り組むようになった。 
 
（４）理論と実技を十分に備えた人材を産業界に供給することの重要性 

モデル工業高校のプラスチック成形技術コースの卒業生は、就職先の企業より、その理論

に基づく知識を高く評価されており、将来的にはスーパーバイザーとなることが期待されて

いる。一方で、多くの企業は、同コースの卒業生が十分な実践力を身に付けていないという

見方をしている。学校教育においては、十分な実習の機会を提供することが不可欠である。 
 
（５）プラスチック成形技術コース新設時における他コースの既存リソースの有効活用 

DGETI はメカトロニクスコースを有する工業高校にプラスチック成形技術コースを新規

に開設することを認可した。工業高校に同コースを新設するに際しては、（メカトロニクス、

工業化学といった）工業生産に関連するコースを実施している工業高校から着手すると人材

（教員）や設備を活用でき、効率的である。 
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日時  

（ 8 月）  
調査地 

訪問（面談）先等  

団長 /協力企画  評価分析  

10日(日) D.F  

  

東京 – メキシコシティ(D.F.) 

11日(月) D.F  

AMEXCID 打ち合わせ 

JICA メキシコ事務所 訪問 

DGETI 訪問 

12日(火) 
D.F 

CNAD 訪問 

DGETI 訪問 

13日(水) 
D.F 

CNAD 訪問 

AEI (Tumipack Mexico) 訪問 

14日(木) 

D.F. 

CNAD 訪問 

Containers y Decoraciones社 訪問 

Maluba Plasticos 社 訪問 

15日(金) 

T. 

メキシコシティ – タマウリパス（T） 

CBTIS 271、タマウリパス州 SEO 訪問 

タマウリパス州政府 訪問 

タマウリパス – メキシコシティ 

16日(土)   報告書作成 

17日(日)   東京 – メキシコシティ 報告書作成 

18日(月) 

D.F. 

JICA メキシコ事務所 訪問 

AMEXCID 訪問 

DGETI 訪問 

19日(火) 

D.F. 

専門家チームとの面談 

CNAD 訪問 

教員研修 観察 

CETIS/CBTIS 教員 (モジュール I,V 担当)インタビュー 

20日(水) 

D.F. 

ANIPAC 訪問 

CETIS 6 訪問 

Viñoplastic社 訪問 

CNAD 訪問 

21日(木) 

 

ティ 

ファナ 

メキシコシティ – ティファナ 移動 

CBTIS 237 訪問 

Mutsutech社 訪問 

市教育連携委員会(CVT) 訪問 

JMA との面談 

22日(金) 
D.F. 

ティファナ – メキシコシティ 

団内打合せ 

23日(土) 
 

D.F.   

 

団内打合せ、報告書作成 
24日(日) 

25日(月) 
ミニッツ協議 

26日(火) 

27日(水) 
D.F. 

ミニッツ協議 

JETRO 訪問 
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28日(木) 
D.F. 

ミニッツ 署名 

日本国大使館 訪問 (帰国報告) 

29日(金) D.F. メキシコシティ － 

30日(土)   － － 東京 

31日(日)   － 東京   
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